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科 学 衛  星   

CORSA－b  

（科学衛星GORSApb中間報告書，PART－Ⅰ及び訂正版）   



COliSA衛星の打上げ失敗によって関係者各位の10年近い苦   

労が水泡と帰したことほ痛恨の極みとして未だに生々しい記憶と   

して残っている。叫時はこれがわが国X線天文学の将来に取返し   

のつかぬ傷を残すのではないかと憂慮されたものであ．る。幸い各   

位の御努力、外国の関係グループの協力、そして関係当局の御理   

解によって早急にX線天文学衛星としてCORSA－bを復消する   

運びとなった。  

この間CORSAと同世代のX線天文学衛星ANS（蘭）、Ariel   

－5（英）、SAS－3（米）等把よって、次々把新らしい観測の成   

果が発表された。CORSA－bの計画、設計はこれらの斬らしい   

情報をふまえて行われ、関係者の必死の努力によって3年の打上   

げの遅れにもかかわらず、十分な成果を得てⅩ線天文学に新生面   

を拓く見通しが得られるに至ったものである。  

4月後半から各種試験にかかり明生1～2月期に打上げを予定   

するが、未申問報告がこの間に十分に活用され我々の目的達成に   

重要な役割を演ずるものであると期待している。  

小   田  稔  
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終‥ 竜南  

東大宇宙研  

白衣亀乳株式会食土．  

1 ミリション 
坑ん考女斗専断皇CO RSA一♭l加古如51茸2日ん白山－3C－3号赦そ打上げられ  

丁二匪ホ荊恥二終っT二CORSA＝路地し・砲加5ん堅向鱈軌こ享丁エーゲユニうと寸左むのを  

あ左。 CO尺SA－まX維直の時個変軌の観測、広騎歳入ペ〃トん一硝蜘卜租紋X鹿  
食気す＿へパ．亀辛白線施与磁刺客を畠的ヒしてし・†こ。二れl璃してCORSA－b  
lま・漁糾ヒして役宅十の変更は最一レ軌ニヒビぁるい■う斉郎払し、†よカヾら■・その 
ぇ文学の道政を考最して∴三いノショシ〆自的■内各・二争′レの変更を桓享てし、る－■ ミッ  
、／ヨソ♂生白的はズ線量か暗嘘安軸の娘融ヒ趨醗X線生え叶⊥ベイセて・・ある∴そのう  
ちX線量の暗硫安勤の放縦りし、て－エ ス維折畳の賂邑・広軌如．乍ク十んの蹄吼変動  
の級鮎淵寸る九そrよ変更・がよレ、机・火線べノストの監楓・風見互一重息邑す争二■ヒ武新  
しし、．   

八維ノ＼・一ストは娼ね50卑1人睦月NS．SAS－3号外国よx維新亀．二よって．藤色  
研兇コれてし、る孟迷の扱象て、・ある．CO尺SA－bは耗路のj折畳そ・暮ユ．詑計上の利根外ら  
粕うこじの弘来っし・失望の応し、頒胤こh7二ちペーストの監絶・怒象鼠実施しようと寸る  
んのて、ある∴ ニの丁ごめ－て由転モジュレーション（わ仁一折コり一夕ーも新設し・ん  
k困コ7カモりに操って千＿タレコーダ（DR）を掩敬する∴   
越紋六時櫨軌二つし、てlま．キの月食のh爪個及び某国よ∴線師二よって．電場「もぅス■マの  

ほil二「し、て紳TてTよ発とを声＼優れてし・ろ蚤．ミ、ノツヨシの留垂性由れてこ、る．   
琉．ムわせて大嶋亀池†キ性ム言十刺色好千う阜は粛ハ通IIて・ある．  

醜漁u教務tまこ笑の過りて、みる∴  
A） X経線剖浪漫  

l）縫紋X経線測故意（V S’x）  

Z）紋X線地割液凰（SFメ、）  
3）硬火線酪如繚盟（HD X）  

B） 着腎掩恩妓虐   
1）梗♀線萱替畠（H9S）  
Z）太聴音常吉十（SA S） 

C） ふ鴫竜北相性射刺妓畳（S C′廿） 
新星の浪漫lま．久縁組制浪漫の亡ンサ罷力ヾ‡鮎ロしてレ、る経度そ・基如勺■こ1まCORSA  

‾Fヒ′向じてあるわ＼■‘・DRの略取 X線観潮硬盟のピンサ∩追如拙■、こより鱒竜骨約  
？？．5k8（CO胃SA－Fご－ま8dk9）ヒ約13＼5巨富の智者励刷よるた折・持  
．ニエ耶デッキの旗藩頒良と1琶づように盲安宅十変更コれてし、る．  

17   



4野島の超軌二せ要な電圧は 〟軒亀側臥二組られ丁二左傾亀池．及び㌧蓄電池によりま小㌧  
直れ左。CORSA－b・まM－3C－4号赦そヰ丁上げられ－スピンZ～3rps乙・  
血也息5占O km．孟吼ぇd50kげ1．軌盟埴科角3lO周舶97ネの軌道、二指入コれ  
T二掩，コマントニよリヨーヨーデスどナ乙鼻嘱し・スピンとん”8rpml二低下コせろ．  
そのj像はスピン牽削刑液置（HSC）スヒ●ン軸方向刺舶液温（HAC）によりスピンユ重  
患放びスヒ●ン軸方向欄j糊ほ行㌦し・．別間にせ要一よ姿勢鼠照る．  

2 タト 組   
新星の外線威ヒ囲いニ示す。′＼乳柱ナノ＼句鑑州ちはi締ち．エ郎つう、ソト印．二は  
UHF7ンテナ軒取出一丁られ・キのべ呆′し軋ま．×根絶潮解の亡ンサ告が用にか九てし、  
る．このビンサ忠は相場にむ聞ぇかれてし、らが．側面．ヾ女心のた酌みに－ま大嶋電池軒  
貼られてし、ら。：ら、二∃一ヨ一子スピナバ番わ＼れてレ・ら．下血の′＼角紐拍美音つには  
VHF‾「ン千ナヵヾ敗4小イちれ．′ヾネル虚＝二はぇ鴫番地が貼られてレ、る．  

3 4巷貌粍蕗   

CORSA－bl二略取＝れてし、る雑務ヒゼの略称及び登竜も表Jlこ未す。又 各樅  
賂の掩取舵畳固と図Zlこ示す。  

4 澱綻及び催告乏   
CORSA－bの撒能各棟屈も威3に示す．あ街皐11三、ソション盈距の丁二か＝二）実の  

よう↑よ穂絶故ひ性能呈蕎すな．  
4．1 ロケ、ソトエリの俗塵糾嘲  

新星．二掩訊モれTニタイマー（MT－SA）が＝コり・り卜刺のタパマによ・）スター  
トし・設定妙晴l二5A－SE Pほ号が出コれる．この指号11SDコ寛ワタ乞ユ息  
してロケ、ソト側には絵二れ．筋金ヒM3Aの冶＼馳が知子ユれる．  

ん＿Z コマンドの螢ほ及び削畑］  
肥土夙より融コれT二】48卜1H乙帝のコマンい名号はANT－∨′C卜1Rそ  
女ほ．頗網コれCMDぐ指号綿詑コれな．い1Dそ・11ごら■二∴れを削椎陥号  
（AD7～lん，EXl～lん）l二変換し．指針各轍蕗．二ほ給してし、ろ．  

受ほ風浪枚  
サブキャり7風波紋  
変諷方式  

コマンド痩百  

l斗8、250MH乙  
500H乙  
PLト1（PN）一PSト（一AH  
恵zl二示す  

又．COf弓SA－bて■L3CVIDガ＼らのコマンド帽号により．DPのし、ジスタ阿  
蘇（ほど∴ソト）互紹定し このしジスタ和可各により特定績蕗の削榔え突指コ吃  
るPIコマンド方式む膿胸してレ、る．  

ん∴3 データの編集及び電婚  
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新星 l二掲a・2れれ各観別措舟守）Ii＇憾によ司て鳩られるチータ及び麿撞の勧』平状
態E ;i'-;.可デ

．
ータt効率聞に抱Lへほ差可るt: cltl 定仇ら机Tてプ才 ー マーノト1－：.デー

列車集 u守 t.j. l. •. 戸＼つは等 I ＇：応じて畠婚五行むう．
衛星間割の温度重丘：輩、京寄れず4 タtまH K E繍集？れ D Pヘ法られる．

DP z.· 1孟HKAt号E はじめ量制，1千
：
＿ 9 8' 計：E仔，· 戸 9主張3に付7 -tーマ、ソト，：

争，f義 守る．－ 又 w DP tて孟リ事鳥保され伝子－911-DR1二番I童ごれる．
�－ ＇＇／トレ ー ト 'R ea. lデ－ I:} 5 4 6 I b/S 

3も0ヤo.�εデーヲ IO q 2 3 b/S 
D RへのREC.子.._ 9 6 8 3 b/S 

フレーム』禽欣 8 t'.：＇－－／ト／ワ日ド
．

64ワード／フレ ー ム
64フレーム／サプフレ ー ム

デーダフズーマザト R e.o. l千 － 9一一一「P Hモ ー ド
」－ p c モード

Sもo rα 事eデ－9寸－p H毛ード
．

」 P C毛－ r·

f奇号弁1，�
‘

PC t-1. CSP M) 
D R記録崎raE\
D R民主時Mi

I 6 Ohl' 
1 0必

4.4 チ－9法店
DP D RからのP C M店主き陵ひC t,,\Rがらの尺A RR 暗号i立RARR内部で

ゴマンドr：.よ＇）選iit さ札Tt-1V.TMUに法られl;;I. Tt-'1Yを·11:.13 6 川Hz.

帯，： 1MU で｜ま40 O MH z暗にそれぞれPH鶴岡され.ANT-V, ANT 
-ur:Ji. して児ょこへ括i主される． Lめ中でt46t-'1Hz帯で1也ζから衛星 1－：.入
力されれRARR暗号，a THU l i畠して地ζヘ転丞されゐたれ ト弓〉スポシヂ
判i糞.'/i>.：され. ；毎号量までの翼離の；制定例できる。

副首同：授蚊 T t-1 V 
Tl-1U 

必制力 下川V

変i同おまえ、

�・5国霞

Tt-1U 

                    r1 H三      
                      MHz 

0. 1/ o.sw切捷 
o. I W

P乙ト4チ－ iJ pι同（SPt-1) -PM 
ヒReo. l S46 1 凶

StorQie 1oq23b/s
RARR iち号 PCt-1 CP凡） -PS K-PM 

zsoo b/s 一亡ーサプ有利ア 1 o 'KHz 
' Mν 1. z rα d 
了トペU 1.2 ro.d 
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4．5 賓勢強出及び削仰  
膚耀dl姿勢権弘tま．SAS‡；よぴHOS．てよL川千rJi．sASIl新星cl太偶  
にilすも相対的丁よ学部E繰出マムしのて・スピン軸九泉傭人射光のーよす角惇仇測定  
でチる．測定－1Z個ハサンセンサーlてより拍Ox2の綿密悶絶t乱二おし、て0．50  
の精度であa．HOSlま祀‡水上短大久の炭酸げス局小ら練射されろ蘇タト綿互繰出  
し∴れにより月齢直の地球ゑ臥二村すろ埴留守勢が測定そ・きろ．測臣一ま2個の  
センサー・二よlト地球奇伺ヒスどン地場のげす和†土7ん○♂、絶凰にい・て0．50の  
精度である‥   N立よ音定こ  
打て・・ある．㌻こ壬∵、誓：ニ丁き∴与ニ三悪こニ三く琵：≡ニニ与是害し：喜子秦≡呈投与菩※丁ニ吉共  

NDにより最終ニュー千一ション軋了劇011内にはる．  
∃一ヨ一千スピナl封軒皇ハスと㌧率と液索：せみ丁こめのむのそ．才てエけ時■ま＝俄   
！て縫え掃lてた1メヤ凋新星√瀾欄′ヾネん－て巻かれてし、あ。れ上巾後．他線え1  
硫レTこのち把祓いらのコマンドそ健抑ます■＝れ スヒ・ン軸に軸トニタト刷■て轟か●出  

し新皐の鞄通勤者を減少ご仕る．軌追指対象糾1ZOrp机のスピン率がヨー  
ヨーデスどナ鹿繍lニより即∫rpmlこ総てすa。  
MACは班成風ヒ衛星、二痛軌：れ丁こ両ACコイ′しの通気モーメント周の塵磁力  

l二よりト′しりと終生ご屯スヒ●ン軸方向乙密史するものぐ点る。又．叫SC11  
MA Cヒ翻泉tこMSCコパ′しの右左乳モ＿ナントヒ杷級諷．てよるトレりを別解して  
スどン速度邑卦J紺】するものそ・あな．  

ん．△ 電萄の終生及甘登髭使絵  
街畳システム如けに他者な牽かユ・／ヾ承′し血．二貼られ丁：大嶋電池（Z552柁）   

・こより終られ その最大出ル諦りんん〟て・あろ。又1余利金外れ惑緒．卓負荷  
時の大畠刑た紬及ひ、巳唸瞭♂牽和更絵の「二飢ん．OAH♂「風音互もっNi－Cよ二   
）天竜池を托執してし、る。二のニュ疋電妃の慈恵削軌よ温侵攻び端子電圧の検出に  
よt‖千「ルれる，入場客池放び二採電池から帰られる一次密漁lまPC〕てい上根  
亀正利榔コれーて倹▲C卜」∨て・ん畑種（工IZV∴十5V′十15V）の安定化亀  
正に変換コれ．丁卜1Cも通．しZ各髄にほ絶＝れら．  
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珊勅噂緑車用両雄拍く弄い∫い斥′よぺ・あ†て▼本格を白峰り「：ニのイ  
う摘堤ナラブて♂隠臥卜乞才れてい七のが‘し 
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署‥このでっp－∽イわろ・紋束伊観刺1も一声この・員、l二郎9β射恥わ†て・l頼  

稗史√‘アー／と声…r二れ二・∫政見1…－r九両うr≠し－■  
：のりrり人乳了・Lβ斤朗の隠郎斬餌怯老、f）だ伊予杓t内線・1弓呵てトた・  

¢ 左い粗野り●†ブ云○ノで塩も乾姐／レ勧夕申メモ富強〔ム抑⊥‘雄太Jれ煉）L丸っり、  

i♂危孝り■紘の蕗侃でこ考えわ．  
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1－2  Ⅹ 碩 の顎剰（Sf、X，HDXノ  
ー敢X戦および硬Ⅹ報の観測計画－  

東大宇宙研 ノト田 子忠松岡  暗  
小川原高明 村上敏夫  

阪 大 理 宮本 重複  
立 木．・理 書 
明  星 電 気  し株）  

Sl序  

CO比SA－b衛星に搭載されるⅩ横観測装置はその喝刺するエネルギー範囲及び検出器の  

違ぃ忙よ少超軟Ⅹ横くV S X人軟Ⅹ続 くS甘Ⅹノ，硬Ⅹ線（HDXノの3種類の装置に分け  

られる。これらは相互に相補って観測の目的を達成するものであゎ、観測装置もこの3種  

の観l別に閲し基本的に共通なところが多い。しかし、実際の観測器は取壊うエネルギー萄  

嘲が違うため原理，諸規格が異ったものに売る。  

以下、前項の ¶超軟Ⅹ線の訣軌■ 忙つづいて、軟X頻および硬Ⅹ感の観測について詳し  

く述べる。  

§2 観測の目的  

X頓天文学は1970年と1975年に打ち上げられた人1衛星UHURU，SAS－3に  

ょって大き夜成果を得た。又1977年には大型Ⅹ碩天文学衛星HEAO－Aが打ち上げ  

られ囁調に運用されている。そこでSIlX／HDXではCOTISA－b語1979年に打ち   

上げられるX確執剰衛尽として十分に意味のある観測ができるように、主た観測日的今次   

のように定めた。  
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＝ X穣バースト源の模索及びモチター   

（ii）X頓新星の探索，位置決定  ′■J7   

一㈲ Ⅹ海瀬の饉時間から長時間にわたる時間変動の観測  

冊 広高エネルギー範囲でのⅩ根源のスペクトル観軌  

＝項のX韻バースクーとは数秒～数10秒程直、大変明るく輝くⅩ綬源である。短時間   

■‘lダー・ な現象ゆえ忙位麿音決定すろ阜とは従孝一の衛星では困難であった。 ∴r  

CORSA－bではモジュレーションコリメークを使用することによ少、これらバースクー  

の発生位置を精度高く決定することを目的としてぃる。  

（ii）項のX悼新星はバースクー に比べ数時間～数ヶ月の比顧的長ぃ時間輝くものでその起  

源はバースクーと負ってぃると考えられている。これら新星の発見，位置の決定，時間変  
ヰ 

化を観測することを目的とする。  
r  

〆二  

㈲項の牒的は従来既に知られてぃるⅩ線源（代表的をものとしてCygX－1，Ce。Ⅹ－3  

等ノの多くは短いパルス的売時閤変動から数日～数ヶ月に及ぶ長いスケールでの強度変動   

をしている。これらの変動を追うことによりⅩ線の発生メカニズムそ追うらとができ右。  

又、冊項の目的のようにCORSA－bではV8Ⅹ－SダX－HDX検出器を同時に使用す  

ることにより 0，2Kev～100Kevに疲って先把述べたⅩ綾瀬のスペクトルを観糾すること  

ができる。広いエネルギーでⅩ線源を調べることにより、Ⅹ額の璃生メカニズム忙ついて  

考賀することができる。  

＝、皿）項忙みられるように大型天文衛星にとって不向き夜短時間現象を、小型天文苗足  
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の機動性を利用して行うことを考える。  
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§3 コリメータ及び検出器  
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図・1に示す。  

CMCl，2，耶佗1は共忙2層のすだれコリ  遠領で 共にスピン  

軸の方向に視野を持つ。  

CMCl，川それぞ叫同一視野・同一・ピッチのコリメーターで構成されており、コリメー  

ー一  
夕ーの仕 

lトナ∵ ことによカすだれコリメーターの義一過関薮とは無闇係なカウントを碍ることができ、時間   

変動の強いⅩ額パー∵ストでもす太れコ▲リ・ン三クーによるカウントの変化を推定でき、これ   

により天球上のⅩ線源の位置一膏決定するととができ．る 0決定精度はCMCシステムでq50   

～1・00と予想されるol  

FMClのみにう‾℃丸コリ．メーク．－を使用し、FMC2はスラッ                        l   FMC はCMC とは異なり  

ツコリメーターを採用す・る0テラノツコ一リメーク一によれ時間変動を追ぃ、FMClのす  

ク－で数分角の位置決定を行うものである○又このF血clは既存のX線源  
亡  

、だ‾れコリ メーー  

を使用して高山精度で衛星の姿勢を決めるためにも慮用ノさ九る。                                                      、’ 

！∴ ・ ■∴ 、T  

i■lIJ  
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HO大  和（t－1  ChCl・t  
■イ抽古下岬M ふ．9●仲川 －r下仙川  

偲1 （○耶∧11埠沖一息一朝l可  

Sゾ〔l  SV仁1   
トワ●rS檜．◆●p叫－  

CMCl．2  FMCl＿   FMC2．   5レC4．旦  HDX  
⊂○町rS亡 M．〔．  FJh色 れC．  ～tA十エ   

型 式  酪比例計紋音   

個 敬   2   ヱ   1   

富 野  ．もe；叩  ‰ ∫0ド  Be 5丹  B巳 ∫or  Be2∫0′   
都噛吠  

（綿串ノ   

符丁咤さ）   23、【－   23－－、・、   23．，．、へ   ヱ3〝冊   3hm   
有転向績  ／㌃”7て；亡㌣ヱ   へF3．FLけ■l  ーlβ7（軌1  透、－ゴアc州1   へ57c川Z   

工ネILギ一睡固  1、50 ‰け  1～ 30K叫  1～封津ん  1～3凸K色い  10～伸恒心   
コリメゾ館野  〟H  20，lO   6．gO   占．gO  ○ 1．7ズ即ヰ○  4ヰ・○ズ1000   
H．C．q亡●、ソナ  4．ケ8   0．JO  

M・C・；ModいIq十晶【（∴l＝帆沃汁  

為1叩ズ／＝DX 裸出農相称  
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SVCl，2はCMC，FMC が特定のX根源を顎潤してvlる時、それと直交する大円上  

をスピンによって走査するものであ一る。  

コリメーターは衛星の子年頓に対して士150傾いた方向忙視野を持▼っている。  

図1忙示すよう忙2ケのSVC型検出器の視野の傾きの方向を避にしておくこと忙よ少、  

Ⅹ磯新星が出現した場合その位置を決定することができるし、又噌に既知のⅩ藤原を使用  

して粗い衛星の姿勢を出すこともできる。  

これらの検出器の視野方向と太陽姿勢計，地平線姿勢計との視野関係は図2に示す。   

CMC．FMC，．SVC検出器はいず叫もガス比例計数管を用い・、ほほ1～30kev のエ  

ネルギー竣をカバーできる。   

HDX検出器は 440×10．08のスラッツコリメーターを用い、視野の中心はスピン軸に  
ヽ   

対し 30 傾いている。このよう．夜配置忙しておくと不ヒ∴／忙ユってX寵源が視野の中心に  

近づいたり遠ざかうたゎするので、周期的を観測をしをがら常 

較ができる。HDX検出器はNaI（Tトノ：／ンチレーション・クリスタルが使用され、10～   

100kevまでの広・い一エネルキー域をカーノミーできる。CMC・ry山c・占VC，＝DX検出器の外   

観図を図3～図6に示す。  
HOS  
†  

図2 検出器配置図  
（Top Vie呵   
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琵16 11DX 外 観 図  
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§4 

SFX，HDX検出芦系はHDXのコリメ丁・，キーを無視すると1－300kevまでの観測  

が可能である。丁方VSX、の検出器系とはエーネ／ヤギ一領域が貰ってお少全体として0．1  

kev～300kevまでのエネル≠－・倭囲才力・パニ‘で専る。  

白FX．HI）X検出器の検出効率記図7に示ナ。 面積，窓材．ガス等の諸規格は表1に示  

ヰ。  

この様な検出器を使用して観測を行った場合、どの奄産の時間でどのような哉削が可能  

か2～3の場合忙ついて考えてみる。   

§2一棉卑の新星をCMCl，．2、2台てそあ芦在を鱒 

で確認するために必要宏時間を、T3よ（CMCl＋2Jとして襲2陀示す。T3J（FMC2ハは   

同じことをFMC2のスラッツコリメークで 

SCOX 強度’のⅩ韻語の．出現を検出できる。  

SVcて同様の■…ととを行った場合の例を衰3忙示す。 

表忙示した・ものはそれぞれの強度の■Ⅹ線源を実照雄：SVC の険出器の視野の中心忙補捉  

r  

してぃなければ浸らたい博聞である。．スピンにさ‘る■◆i∴直の女キャソが2．2秒であるから  

SCOXの1／10以下の強度のX廟瀬は多数回のスキャノが必要忙左わ、実質的観測時間  

はもっと長くなる。その推定値奇表3中（ノの中に示した。  

SVCでは約1日分（8．64×104砂）のデーターを集積すると SCOXの1／1000 の   

‘ご（ 
和食（⊃X相済まで検出できる。  
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X繰三綬沌l（こバ・く■）  Ty（（MCl・り   t－（FMC已）   
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Ⅵ的 S（Orトム1）  2．｝   l．l   

ソl●005ぴyト仇01）  ーヱ鼻lOt   、ナス10   

ソl…OS（○芥（J・叩1  一之眞一○◆   ーI．∫メ103   

‡1CMCl・ユ′FH【之・こJjぺ綿頚椎土柱・ぜ輌朋三叫サ呵  

大場テ虐＿濱た（巾・（■）  丁，．（；∨り   

S（Or（、ユ○）  l．l人10‾1（SH）   

い○ ～（OXト1）  ヱ■lO－l   

ソl∞！仁丹（、○・1）  1  ▲（11一瞬）   
ソ冊○～（叩（頑01）  ワヘーOt（111㌔）   

ソ。叫。5〔Oy（ヰ∞  ケ人10●   

i3 Sレ亡ドい摘稽粗′1忙中つ誤判時巾  
（ノ巾・‡叩〟り鳩しト★抒・絶叫吋向  
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占5 処理系ブロックダイヤグラム  

SFX，HDXは合計7ケの検出器把対し7ケの僧号処理系と RMC（Radlation  

Mol－i10r Con troり処理系が用意されている。  

回路系帖5．6，7，8，9，10，11，RMC′である。（RMCはRMCの葦計参照のことJ  

これらの回路のうちSyXの回路系は基本的には全く同等で夫々のⅩ線のカウント数（検   

出信号；アCjとその′てルスの高さ（エネルキー 

HI）Ⅹの回路も同様にPC，PHを測定するが回路帝成はセンサーの違いで若干 畢って   

いる。SFX，HDX処理系の÷ステムブロッグ図を図8．aと図8bに示ナ。  

処理系はTXEIとTX耳Ⅱにグノレー7■別けされているo  

TXEⅡとは軋10，11のデ◆一夕処理部のみを言う。 

TXElとは‰5，6，7，8，9処理部及びセンサーのア／ブを言う。  
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台6 センサ‾切換とエネルギー範囲  

各回路系と検出器との組合せはPIコマンドで換えられ、1つの回路はあらかじめ割り  

当てられた2何のいずれか一方を選んで接穂することができる。  

確続の租合せは図9に示す。図中二竜線は標準的な凄院を示し、実検はコマ／ド‘によって  

各処理系がそれぞれ独立に選べるもう1つの接続を示す。この機能にエカ1つの検出器に  

2ケの信号処理系を接続することが可能であゎ（避妊1つの信号処理系に2つの積出器を   

接続することはでき充レリ、∴接併した各由路系のエネルキー範囲を滴当に設定することに  

ょって詳細な主ネルギースペクトルの観測がてきる。  

又、確咤に強いⅩ痍源の場合、カウント数をエネルキーパソト別に計測してテレメーター  

伝送容置からくる勧約を逃げることも可能である。  

エネルギー範囲はPIコマンドによってその測定範間を表A忙示すように8通り変化させ  

ることができる。  

HDXのエネルキー範闇も Sf’Ⅹ同様に8過少変化が可能であ少、エネルキースケールが  

ユ0倍畢っている。  

後にテレメーター伝送フォーマットの項で述べるようにP Cモードの時、パルスカウン  

トチーターに PC LOW と High の適訳が可能である。 これは／くルスカウソトをエネ  

ルギーの低いものと高いものに2介して伝送ナるもので、その区分エネルギーが表④中に  

h′lidd】e discriとして示されている。MiddIc discriの位麿は PIコマンドによって  

3種類の選択が可能である。  
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表4にはその内2レベル1とMがエネルギーjkev で表示されている。3つめはMid－   

d】e disc riを外すモードで表4忙は示していをい。  

（なお、センサーの選択，エネルキー範園彗の組合せとPIコマンドの喫係はPIコマン  

ドの項参】照のこと。J  

lへ一う0  工ネILキー碇周しに仁レ）    毎払こ竺Z ズl  

？～30  ・X？   

j～10   X3  人？  山 1  ．0 －0   4  田  0．G   
卜～う13   メ雪  X？  d；  ＝0   l．3  2  0．2  

0」亀へ草4．ど   l．F    Xll  人l  
－  ＿   

0．官～ヱ．7   ス tl   1’1 
3へバ0  八う】  

？へ′ヱワ0 丈1   

表4 戦測エネルキq範儲とGainl，2M－idd．Je dlSCriの組合せ。  
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§7’ダニ‘クー伝送・・こPC■1，2切喚   

デー■クq二転送モード紅はTape t占Lcor’der を便財したThbe モー1■と内之浦上空  

を衛星が通過十る間受信されるRealモード彿ある。これら把より伝送ブうーマットが   

若干実る。又、上記コモアドにはⅩ線のカウ／ト数を送るPCげu】s 

とⅩ線のエネルキー・、丁子報を送 

（許しくはこの報告ご Pデーター処理系（DPノの項を参照されたレ㍉J  

iノ ーReal time mode  

受信局上空を衛星が通過する間受信され 

の信号がどのように地上に伝送され◆古か奪データーフォーマット表⑤に示す。  

以下にはPC，Pl－Ⅰモードにかける伝送容量等▼について述べる。   

表⑥中Time fL6 

間区分内に検出した最初のX頑のエネくレギ叫トケだけを伝送する単位時間を意味する占  

Ma x C．Rはその bit 教で伝送可静なX廟．の最大計数峯である．。  

フォーマット表⑤にみられるようにPC5，6，9は各8 bilであ■る。PC7，8は  

P一Ⅰコマンドによって由 bilモードと4 
（DP－PC PIコマンド参照のことJ  

PI1モード吐X碩のエネルギーを閣刺するモーードで、一律に4 bit を便闊」 エネルギ  
11′  

一斉16c hannelに区分して送ることができる。又PCモqドはX綿のカウント奉  

送るモードであるが、カウント教をエネルギー的に3筍階の分類を行って伝試することか  

ー＼、．  
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可舘である。3毎時忙分類するレベルはPIコマンドにより講釈できる。分類レベル吐  

PCモードUpper Discri（UI））の0．4倍．0．6倍忙セットでき又外すことも出来  

る。  PIコマンドとレベルの明係は表⑦に示ナ。  

iり  でape mode  

CO且SA・－bでは二 Tape recordeT を搭載し、受信局以外のデータは Tape  

recorder に記録され伝送さ九る。  

デTターフォーマットはⅩ感けこ関する限少 Realmode とほほ同じであカ、1S f’が  

REAI．の8倍の時間になると考えれば良い。  

Tape da ta は ReaJda ta の内 Tape recorde r 貫き込みタイ ミ／グの直前  

のデーターが首き込まれる。  

表⑥中に Real同様Time Res．Max CRを示す。たたTapeモードの時、姿勢デ   

ーク（SAS，HOS）の伝送のためにX破データーの一部が姿勢データ一によって おきか  

えられることがある。（詳しくはDf〉の項を参照されたレ㍉J  

iiり 遺産相続  

Sf、X，HDXが使用できるテレメーター系はPC（PH）5，6，7，8，9 であるが、  

VSXのためのPCl，PC2に限り SFXが使用することができる。  

VSXテレメーターPCl．P C2への切嘩は操作ミスを防ぐため 璃常コマニ／ドで行  

い、それぞれ単独で行うことができる。（通常コマンドの項参照ノ  
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ごⅣ It．  ‘Ⅴ川   協n十1   鴨れ†ヱ  酌nり  ぬ両  1罷け十F  で恥”1‘  酌」◆7   
0・  SYN亡〔β♪E     PC巨L  P亡ヱーL  PCトH  PCJ一円  pと∫－L  P砧－L   

Ⅰて7－H  P【7－L  P亡g丁目  P亡才一L   P⊂5・H‘  P⊂る－り  
I  PC卜・し  PCトL  P⊂ヰ一日  PCヱーH  

2  pcq－L   pc†－H   PC卜し  ・P亡2－L  PCj－L  PC‘トH  P⊂5－L  P亡‘－L   PCワーL   P⊂J－L   

PC5－H  p⊂i－り  3  P（7－H  P巧－L  Pくg－H  Pくg－L  PCトL  P仁王ーL  Pq4－L  ．PCユーH       PCり－L   pcβ－L       PCぎーL  PC‘－L   
4  HIく （庄トヱ）   葵盈 （固－ユ）   P（卜L  PCユーL  P臼，一日  PC卜り  PCj－L  ’pc‘－」   

p⊂T一日tP亡γL   P亡タ・〃  P亡g・L   PCユーL  PCヰーり  P【ユーH  PC5－H  P亡‘－H  

6  P⊂†－」   P⊂†－り   PCトL  P〔ユーL  ・PC■3一」  P亡トH  P（：5」  P亡ムーL   P⊂り－L   P⊂才一」■   

田  p【トHIp亡㌣L   匹かけ  舛－－L   匹卜L  P亡ユーL  PCヰーL  P“－り  PC与－り  PCく－り  

上下2段に異る信号名のあるワーードは、PIコマ／ド忙よって上下を切換  
える。PC7．8．9の切換えとPC5．6の切換は独立に行う。  

PHI¶Od色  

Ⅴ n  W和   1時化．I   硫几†ヱ   商nrぅ   吼几†ヰ   1机．＝∫   Ⅵ乃什◆‘   Wれ◆丁   
8  SYIJC c‘）D亡     P11J  PHi  PHl  PH7  PH）  PIh  PH】  Pりヱ  P115  PIli  P明  PIJg   

口  PHき  PI旬  PltI  PIlヱ  PIt5  PHi  印，  P呵  PHj  PHヰ  PIll  PIIヱ  P丹S  PHl  両  印冨   

2  P〃う  P叫  PHl  Pll～  いけ  P〟（  P明  P叫  PH】  PI14  PHl  PJlえ  P岬  P舶  P明  PHg   

j  叩J  P巾  川I  P山  Pl」5  Pl〃  PH？  PH7  P巾  P巾  PHI  PHヱ  PH∫  PHi  P呵  PHβ 
H代  

ヰ   （厨一2）  

∫  P再  P巾  P叫  P川上  PHr  Plり  P明  Pト17  P．トり  PHq  PHl  PHヱ  PHぎ  P舶  P明  PH8   

‘  PH】  P11ヰ  PHl  Pl々  円け  P〃‘  P叫  PH7  Pバ】  P叫  PIり  PlTヱ  PH∫  P甘‘  押†  P朋   

7  作り  Pりヰ  Plり  P〃ヱ  P舶  叩‘  P椚  P叫  P山  P114  Plり  P舶  Pけぎ  PI沌  FHl  P購   

PCl，PHl；VXV－1  

PC2，PH2‥ VXV－2  標  

PC3，PH3‥ VXP－3  準  
PC4，PH4：VXfし4  

PC5，PH5：CMC－1  
PC6，PH6・CMC－2  
PC7．PH7：SVC－1  
PC8，PH8：SVC－2  
PC9，PH9：HDX  

表5 伝 送 モ ー ド  
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‾7  
P C（下側J  P C（上側J  

l Time Res MaTX C町TimeRes・MaxCR   
匝Sノ   tら旬j 二 伸占ノ（レもノ  

46二9・、二21！93■7 
5，86 、170一．l・11．72 2．2×1〔戸  

Time Res Max C，R  
∴匝Sノ  

でAf〉E  187．5  1．35×1  
！Ch《：1  

C加灯2・  TAPE  
‾■ト   REAl」  

TAPE  svcl   
REA⊥   
TAPE  S瞭2  8．さ  
REA工J  
TAf〉E   

叫Ⅸ   9  

比EAI」   

23．44 1．1×l  

4j」．＿＿ニーむ」93．76且   7×1（P卓187・5 1．35×1  

l
 
 

5．86’L■170   

！93．8・・－11  
2×1♂  2

 
 

2
 
 

7
・
 
 

l
 
 23．44 1．1×1   

187．5  87．5  87．5 1．4×1（戸  
23．44 6，87Xl♂  

1．4×i♂  93。8   ～11；187＿5  187．5  87．5  
ill【72 ～ 85 ＝ 2・3．441．1×1彿 23．44 6．87Xl  

5．0 6．．8×1（戸  
．＿． ヱ⊥＿⊥＿旦J  37’5．0  6．8×1  

，－＿む＿＿室戸．＿＿二1ヱ＿旦＿【＿」．＿…卓建  46．88 5．5×1♂  

表 6 f〉C；  

PH：  

PuJse count data（（2n－1）counts／Time上んes．）  

Pulse height da 

Time Res：Time Reso】ution（msec）  
Max C・R；Maximum counting rate（COunt／sec）  
PC（下側）；DP－PC Mode てLowモqド（0′う〒りを示す。  

PC（上欄L）；二DP－fCMode で＝ighモ 

H D メ、 J5．干・メ  
MIDD二ISC几Ⅰ  エネルギ．一i沌閻 工ネトギ、・．丁毎Ll菰  

P C も  ー   P C H  P・ P⊂H  

ロ   ⊥D‥0．4UD  0．4‘u工）－U■D  Lp．ヰ0．6JD．  古‾∪い・UD  
1,0 LD｝0．6UD・  6U工）｛UD．  ・LDこけ0．．斗U・D   ：0、斗U♪－UD  

1 LD－UD   

0:0 00 は10 と  一しい   00－11q巨富し、  ・LD示・・UD＼  ：0、bUD⇔UD 口  
LI）；⊥owe r Disc ri  
UD；Uppe r 工）isc ri   

表7 MI‘DDLl王 DISCR′Ⅰとエネルギー取囲  
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S8 Dea・d tiローeJXぺCa・t 

り Deadli【neはP廿については・ノてルスハイ′ト忙応じて変イヒし、最高・で約100 〝8  

最低で20．首F（り■De・ad time がつく。・▲P－Cについては「律忙1カウノート当り20 〝8  

の Dead！チme∵がつく。  

これは次忙述へるAnlion／o f f とは無関係に常把つくものである。  

SFX検出器は：一∵粒子等によるバッククラウント●を洩らす■ため忙芯複を前後2層に分  

け、An tiCo二ncと‘dlenCe をとってレ上る。  

PIコマン′ドKよって各処理係ととにAnliCoi・nCideり．Ceを外すことができる。  

ただし、HDX の AntiCo‘irlCi．dさnceはUDを外すこ′とを意味・しSFX システム  

とは異る・。  

iり X－Cal  

琴線センサーの比較をするためにカウン・クーに組込ずれた弱hX頑源を使用してⅩ碗   

センサー，処理系のチェックが行わ．・れみ。一 Sf－XではCdlO9（22kevJ，HDX では  

Am241（18kev，60・・kev）の放射性同位元素ユが使用＿・される。  

比例計数管の場合、前後2本の芯簡め′内、後‾の芯線の一みごに◆感：ずる＝▲よ’うにⅩ線源は配置さ  

れ・∴Ⅹ－ea】信号によ’り前後め芯靂を’Amp■出」｝で切換えて敦正を行う。  

HDXでは C 

われる。Ca】二が行われるとテレメーク比自動的妊SFの先頭でPHモーI†に変り48秒  

間 Calが行われ伝送される。  

与   22929 



Ca】レこ吐Au10 Calと ManualCalがあb各PI－せいに行われる。  

ManuaJCa】の場合コマン・ドのAD－EX（7－12）Vこよって行われ、Au to c a t の  

場合 Tape recordel・の各記録の終了前48秒間が使用され、自動的に Tape re－  

corder 匠 記録される。Au to Cal，ManualCalレ1ずれの場合も48秒間行わ   

れる。  

§9 RMC 機能   

衛星が‘．せJ射線帯K突入した場合、高いエネルギーの荷電粒子を多量にかぶると考えられ  

る。その時比軟的それらの粒子に弱いVSX．SFX◆のカウン’クーの劣化を促す危険があり  

比較的強いHDX官用いて48秒間の時定数でカウノティングレートをモニターし大幅忙  

上昇した場合VSX，SflXの高圧電源奇コントロールし劣化から防御を行う。  

カウソティノクレートのレベルはPIコマソトにより 4段階を選ぶことができる1  

表⑧と図10に見MCのブロックダイヤグラム，レベルとPIコマンドとの関係を示す。し／ベ  

ルはHI、Xのカウントレートで示されている。一旦カウノティングレートが服罪を嘩える  

とレベルの1／・′2 にをるせで復起しを1ハヒステリシス機能ももっている。  

RMCは誤動作を考えコマンドにより機首巨を停止させることもできる。又，Rh・lCによる  

HVのコントロールはHVの電圧を大幅に下げるモート■とHl／の電源布ON／0下11Jする2   

っのモードが用意されPIコマ／卜・で選択できる○ 表8にコマン／ドビットとの対応をも示  

す。  
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5hl′  〝d′▼∬ ′ク  ♪／F  ££ぎ名所   

4  ∂ ¢  姥′ず  ～ブタ∂ 舛   

▲  ○  ′  悠′i  ～′グ00 ‾   

亡  ′ ○  ソ皇′l  一∫√祝ク”   

d・  ／ ／  力士o  ー～2β○ロ▼   
〝〆一片〝C 〝♂虎   

も8 β〝C∠‘′‘／んれ／押J  
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§10 HK  

衛星内センサーの機能をチェックするため把HKには次のような信号が伝送されている。  

SftX関係め・HK咤哀⑨把示す。   

表中TXHV、はH Vの電圧を辛．．モり≠一寸るものでノ軍500V をFullScale 5Vで表   

示する0ID二はデータニの順番脊示すためのもので5Vげu】1cbu 

Sf－Ⅹ1．SFX2はU工）以上甲カウ 

は見MC垣l路のLD以上の全力ウン・トを送う＿ている。  

Tape recorder は二 Realda taの伝送スt’qドの●1／8 であるので同一HK項目  

が8回連続サンプルされる。  

8一軍－1，SFX－2 HK用の～スケーラーは各8nSFナ3Sf’の先頭で Reset され   

JO 軋ea】ては1回目はS．ざの俵頭から各Hkword rまでの時間で′‡iカ（SFX－1では  

2ユ声’＋32W，SflX－2では2 

衰9レこ示すようにSf、・Ⅹ－・1Ii 

c ts／」44．01秒をFしIJIScale 5Vで出す。SFX」2HKでは 8192c ts／～  

44．11砂を アui】Scale 5Vで出す。このため各々1／′8，1／32のカウ／トダウンが  

行われている。  

Tape Recorder には8nSF＋3SFから各HKWord（Tape）までの時間であり、  

SFX－iHKには46．12秒．Sf、Ⅹ－2日Kレこは46．錯砂のカウントが記録される。  

これらの関係を図11佗示す。  

252   



凡ea】Time 受信中に Tape recorde r が記轟を行っている疇は 比ea】Time  

HK忙は上記 Tape reco Tde r 記濠 Frame（Ta pe）内8 データが伝送される。  

′ 三鴇；工D．■Al怯γLも云下㌧川十うここ植孟らq＝貴い。（DPのユ恵庭盟ょこり  
27一－34SF  

HVT5  

3～10SF  11～18Sf’  19・一－26SF   

‡一1V－4  

Fr ame  

ID（Fu＝ト：－－ HV－・3  

CH8  1 C壬－IlO  
…ヰーー1．  

C Hll  

CH6  1 C H 9 1 比MC   

巾ロ ー・、  

CH 8  、－－一三＿－  Sf’xl へ  

軒け 
Wヨlユ F叩 FH（ヱ 〃  

CHlO  

（空コ）－  

¢互耳二∴℃  

・・丁して‥「  
l・－Zト■■；I一三．  HK SFX2 へ  

、 ノ ー  

年亘ヨーし  
車9。L構成図  

50引：012 う 4 5 6 7：8 91〇 －1－21514 －5SF（F亡こ■）  
サーーー膚一 Rビ818SF・－一－－－一す  

ヰーーーーー一 丁a門1Sr・－－－ 仁RedlHK ワン7一／Lも・   

21F（22F）Redl  

侶TdPe HK ワン7●／L真．   
21F（22F）Tdpe   l』11SFX－1（2）HKTソフールち六  

千・‥こ．  
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ゞ11 電源系（部分節電時間節電J  

SFX処理系各部の電源ON／Of，F とセンサー．HV等閑達する部分のON／OFF の関係  

を図12忙示す。 図中TXEⅡとは処理係帖10，11の部分のみを蕉味する。  

i） 部分節電  

処理系IO，11は運用によっては使用されないことがある。（センサー切換を参照のこむ  

この時には電源を OFF のま七上達用することができる。  

iiJ時間節電  

処理系 TX瓦Ⅰ，Ⅱ部は刀Pの指令によ少 ON／OftFすることができる。  

これはTape recorder停止中は電源ONの必要がなく節電のために行うものであ  

る。  この節電は通常コマンドでenableにしT．XEIONでdis8ble にするこ  

とができる。又、節電モードのスタート，スト ッブも通常コマ／ドでコ／トロールでき   

る。 鮮卑和郎 oH r7－■0），節電お脾P。印〔ワー∫り   

て‾ふう。  

淘 咋′客車ぃり尽す一マーヤプ阜りイgじ‥ソト小■ 牛＝川11いつ¢  

フバ、77ス．／＼ウクーニ ヒT言3。  
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§12 通常コマンド，PIコマンド  

1亀常コマンド．Plコマン′ドの一箪表を表⑬と⑬に示す。以下特殊な機能をもったコ  

マンドについて述べる。（ノ内は AD－EX を示す。  

り InitialSe t コマンド（9－7）  

PIコマンドを初期状態にセットナるものである。各PIコマニ′ドの初期状態はPI  

コマンド表中アン∴ダーライ／を引ぃた状熊を示す。  
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又、PIコマンドの初期設定は処理回路甘■PI．eO叫MAND部の電源ONによっても行  

わ 

ii）RMC en 

RMC機，能の enabl’e はHV－30N（10－6J．HV－40N（10－7Jのどちらかで機能す  

る。又・，disable は（11－9Jのコ．マン′ドを打つことによって行われる。  

iiiJf，C チェニ／ジ   

PC切換えの項で説明したPCチェンジはPC－1に対し（12－5），PC－2 に対し  

（11oT－19）．オ打つこと忙よって行われる。一方、reSe t はPC－1，PC－2同時に行わ  

れ（9－8Jを打つことによって機能する。   
／ 

iり 節電モード  

power save enable は（12－9－ノで機能し、守ⅩEION（10－4ノでdis－  

ab te と．在る。乗除の Powe r Save は通常コマニ／トー Power Save Star t（7－  

10）Power Save Slop（7－11）で ControIされる。  
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COMMAND NAMEIA D EX  PE罰甘0比MANCE －  

TXE－2  0N  

HV－AI．J．（）FF  

INtTIAL 2沌T  

PC－CHA廿‖早野1  
凡E5罵’上1  

比ME ON  

9  4   CHlO，110N  

9  6  HV も4，5 01予F（HVl，2 0FFノ  

9   7   PI－CMの1NITIAIノ SET  

9 8 芸呂左 TXE→VSX   
9   9   比鳩∈ POWE比ON  

PI CM ON HDX Preamp ON  

5， 
10 4 。。。蒜0買t㌫選M  

lO5SASON，Pl－CMON  

lOi6： IN30N，PI，｛MON TXE二7WEnable  

10  7 L 岬．4 0N，Pl－－tM ON TXE一恥肥 Enable  

lO  8  HV 5 0N，PI－CM ON  

lO   9   PC 2 VSX → TXE  

l1  9   RMC SIGNAL OFF（TⅨE）］恥鷹 disabJe  

12   5   上）C l VSX －◆ TXE  

12   6   HV 3 0111下，  

12  7   H17∴10flF  

TXE－1 0N  

S几S ON  

HV－－3 0N  

HV－4 0N  

flV－5 0N  

PC－2   
C】－1ANGl；   

RM（Dl～A8し［  

上）C－1   
CHANGE  

IiV－3 0Fy  

IlV－」 Ofl】11  

IIV－5 0Ff、  

P〔刑E比 SAVE  
RN・＼HI．1・二  

A【」L Pl OI－1ド  

12；8  Hl′ 5 qrて，F  
iノ  

2
 
 
 
 
 
」
l
 
 

l
－
 
 
 
 
 
 
1
 
 

PO＼へ′Ei↓ SAV占：九10D】］ENAB工」1∃  

SITX（CH5，6．T．8，10，11）HDX．比MC，  
HKI¶Onilo－，こ1！lpreamp OFF  

4
 
 

表 1r）  
■こ 一－、  

通常コマノドリ．スト  
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PIコマン′ド剖  

Sf’X P．Ⅰコマ 

エネルギー範囲と Mid．discriのことは既に述べられているのでここではIn Se－  

1ec t，Ou t Select，DP PC Mode について述べる。  

In Selとは処理系から見て選択可能なセンサーの組合せを表示したものであ少、  

Out SelはDPから見た処理系の選択可能な組合せを示したものである。Out Sel  

中、CH7，CH8とした項はIn Selによって実際どのカウン‘3P－にCHが配置される  

か不明であゎ、CH7，8と表現される。カウン・クーの個有名がつけられたものについて  

はPIコマニ／ド表のようK選択される。  

I）P PC mode はPCモードで伝送が行われる時、P Cデータフォーマッ トをエネル  

ギー1，OWモードで使用するか High．Lowモードで使用するかを決めるものである。  

このPIコマンドにはイニシアルセットは左レ㍉ コマンドが打たれることによって確定  

する。この切換吃はPC5，6系用とPC7．乳 9系用とに各一1bitづつ用意され独立  

に切埠えることができる。  

bit と モードの頑係は表中 DP－PC に示す。 又その時のデータフォーマットはフ  

ォーマット表⑤を参照されたレ㍉  
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S戸外px  Hリー3」丘レ亡」    lHリー4 LEレ亡L    Hリーぎ 」EレEL    HレーRMC         ＝L）（‖：コ   ○（）て′（り 8l：   ヱ  80：＝」） ○   ∵ヱ  （〕 Do叫      ・Hレ′   
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13  連用モード  

検出器，データ処理系，テレメーター音考慮した代表的最適用モードを表12，表13  

に示す。表中に検出器，データ処理系，テレメークの選択，そのモードの特徴が述べら  

れてぃる。運用の際に考覆されたい。  
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検出器とデータ処理系 テレメーク チャ・ンネルの穆棍（穫続モード表J  

テレメー  

CMCのテレメータレスポンスがよい  
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．
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．
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t  FMC－1  
】  ァMC－．2  

I  

HDX   

：cMC－1  
CMC－2  

FMCのテレメータレスポンスがよい  

◎CMCとFMC同時親側 但しCMCの   
テレメータレスポ／スは悪い 従って   

位置決定忙はFMCのみが使用可能  5VC－1  
Ⅱ－1∫VC－2  

FMC－1  5  

FMC－2  6  

HDX  9  

CMC－1  5  

CMC－2  6  

∫vc－1  7  

Ⅱ‾2・∫VC－2  8  

FMC－1   10   

…－－∵‾：三  

FMCのテレメーターノスポンスを重視  

CMCのテレメータレスポンスを重視   

◎CMCとFMC同時観測 埴しFMCの   
テレメータレスポンスは悪い 従って   

位置決定にはCMCのケが使用不能   7  

8  

9  

表 12  

240  



し  

；竺空軍  
検出器 データ処理系テレメ‾タ‾  
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＼、  
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に分けて観測 Low側のレスポンスよし  

⑲FMCにテレメーター1，乙チャンネル   
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表 13  
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14 お わ 少 に   

以 

部に喝してはVSX，DP，コマンドシステム等と密接な明確をもっている。  

これらの項も合せて参照されることを希望する。  

又、衛星の壌勢決定，制御のためには HOS，SAS，MAC，MSC等も参照されたレ㍉  
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1－5 太陽電池特性計測装置一（SCM）  
東大宇宙研 後川研究室  

日 本＝ 電 気（株）   

1 概  要   
太陽電池特性計測装置（S（）M）は，電子回路部，セ／サ部（被計測用太陽．電池素   

子）から構成され，太陽電池パネル表面に実装された3▼枚の破計測用太陽電池素子  
（2×2d，N／／P型）のⅤ一Ⅰ特性カ、ブを計測する装置である 
破計測用大腸電池の出力は，衛星のスピンによ少大きく変動するため，硬計測用素   

子と太陽光とが正対した時（被計測用太陽屯他案子と同一パネル面に実装されたS A   
SセンサのS A Sパル 

計測方式は第6号科学衛星（EXO S－B）に搭載されるS CMと同様で，太陽電   
池素子の両端に13ステップの基準・屯圧を印加し，その時素子に流れる電流を計測す   
ることにエ少，Ⅴ一Ⅰ特性カーブ上の13点を計測する方式をとっている0  

2，機  能  

50Mセンサ部は，破計測用太陽電池素子（3枚）と太腸電池素子の特性を解析す   
る原，温度変化による効果を取少除くために使われる白金温度センサ（1個）よ少を   
カ，これらが大腸電池パネル（S C－P）に実装される（予定されている3枚の被計   
測用素子の仕様を表－1に示す。）。  
衛星のスピンによりS A Sの視野内に太陽が入った時のS A Sからの出力信号によ   

って，1枚ずつ素子の計測を開始し，スピンによる入射光量の変化が無胡しうる時間   
内（46．9msec）忙計測を完了する。13一ステップの基準電圧（MAXは750mV）   
を素子に印加した時の電流値は，電流計利用抵抗の両端電圧として読みとられ，A／D   
変換された後，素子穂別1ワ⊥ド（ID），Calibration 2ワード（Ful）－   
CAL，Zero－CAL）と合わせ，16ワード◆を1素子分のデ・一夕としてデータプロ   
セッサ（D P）忙転送する。IDワードの中の2ビットによ少計則した素子の番号が   
示される。  

上1ull－C A工」はAM Oで太陽光が素子に垂直入射した時のIscに近い一定電流  
（160mA）を電流計測用法坑に流し，Ze（0－CAL（電流OFF）ととも把SCM   
データの綬正忙利用まれる0  
計測で得られる1素子分のデータ（16ワード）をD Pに転送するのに最低48sec   
（Real時）必要とするため▲，S CM回路はA／D変換後のデータをスト7しておく   
ための16ワード・メモリをもっている。  
メモリ内容が完全にD Pに転送されるまで，S CM回路はBusy状態忙あ幻，この   

間にくるSASパルス（CO RS A－bの予定Spin ra t e（5rpm）では1ノくルス  

24る   



／12sec 
R。ady状態となカ，－sASバ 

右ら   
囲－1に系統図 

ログ換算値の時間変化，およびデータ・フォー÷ソトを示す。  

3．・性一  能   

（1）・電気的性能，  
入力電圧・：  ＋ 5V  

＋12V  

消費電力：   
Ⅴ
 
Ⅴ
 
V
 
 

2
■
 
5
 
 
2
 
 

1■30mW以下  
300mW以下  

＋
 
 
＋1  

ー1 

コマンド項目 二 S CM ON  
S（〕M O f’ダ  

テレメークデータ：  

Icデータ F8－F】1・W尭  
SqM 

センサ部温度  F。ユ・W盟  ロ√  
12）機械的性能  

外形・寸法：  
センサ部・・太陽電池パネル忙含まれる  

電子回路部 1－60×140×7・6H（図－3に示す。 

重  量．：  
センサ部．太陽電池パネルに含せれる  

‾′‾、・′‾、、■＝－ ㌧‥‥一一〈∴－－l－－－－ト ＿  

－－－－一 
一－－－・－－・‥－＝・．  

電子回路部 1．240毎以下  
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750mV  

図一2  印加電圧，1c データ，データフォーマット  
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表－1 被計軋用太陽電池素子  
束子仙  素  子   カ バ ー  ガ ラ ス   ◆ 備  考   
ロ  OCIJI製  

2  〝〝  0．15義正セリ7・ドーブマイクロシート  

3   〝〝   を し  素子の電極部に  
ハンダをデップ   
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姿勢制御・検出機器  

g   





J1  

2、1▼－仁者％．叫坪最 澄（月り  

蛮人骨躊巧 二毎咋喧  
（和 日立射F巧 

樅 留  
CORS∧一b刑として餌針レた姿勢制御麓針l筍1泉∫ニ弄すよぅーよ横路〃、ら桶  

放さ凧ておソ．恩赦路阻の卯千・‡■衆l釦三界イブ■●β●ッアブイヤの遁りて’一あう。  

翳1泉・．頒底晶  

コ  
＋l‾＋▼  【 1  
尊宅： ＝頒鱒曲名  

1  ヨ ー ヨ ーデス じ○ナ  
を孝動作．＿（環鹿」 
∴∴＿＿■‖ スピソ速雁の液温  

ニュ一子ノシヨ．ンの滅象  
由佳り7ヒ・ソ軸方向の制御  
新星のネじ・ン二速度ハ∴制御   

2  ニ1一子ー シタ ン ケ■ンげ  

∋  M A c．コイ ル  

ヰ  M5Cプノいレ  
川  亡 ンシンク：】11レ  
（Zl  tトルキングコイル  
ち 電子回路印  射乙l～ヰの如7司今（・コントロー▲ル）  

／iみ ニ1一ヲーシ，ンダフJヾ▲こつし・て－】当初水銀亀岡いたアニ1ヲ′型ケ「ンJヾ  
雪路範イる予定であゥたが 拳骨音色化の日的て‘マルコ㌻tJt申いたデパ‘二者申さ爪た  
たれ剖穿l仁で 紀直すち．  

ヨノヨノデスt■ナ   

ヨー］一子スビ′・ま†鰯れ鐘（ヨーヨーマフしとl、う． ）去れナたZ本のワイヤと  

これを解度の外臥÷患き什丁て仔拷レ かフ ニ；打と銅材るためのメカニス’ムオウ  
戚瞑机乃．   
ヨノブイスビア川ソ絶す乙 2閻の］一ヨーブスけ奉じかより スピン如・ク  

吋机二外側l瑞相レ 摩周助とレて．廟埋の免連動工■かレ巨き軋乙風間へ乾  
び一去・ろ。その癖果として 廟孝一まスピン魂磨／J2rp∴飢カ・り年rP爪に舶5直ろ   

■J  

与 奪 端 八．  
（lJ 斉 木  
（Z） ワイヤ席数  
くヲノ ヨー・プーマス食雀  

礫武ヨーヨーデ1ビ7 
2毯（子盈）  
凍定（新星のイ新生拒季‘ニ■∫畑正壬寅穂〕  
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タ
 
 
ち
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てl†  

′  ．  

（4J最終スヒ○ン盈脛  
（与一脈動方式   

（い 車 ■孝  
（ワ） 外・観  

う r p m  

ワイγカッアlこJうレリースーメカニえ●ム  
作動【‡ユマンド．ニrろ．  
らケ0き（子え）  
窮z釦ニ∫ろ。  

3・MACて（M・A曾▲’と▲・七，一こ・と、■Attit・u・de C。Ⅳ1∴「‘し）   
加速標入枚の膚確スピン軸の方向l‡机直劇内lこあ‘るが、CoR・5〈、の均卦．二れ呈  

観刺功目的▲ニ凡レて 希望する方向に変哲する必要オ●ぁる。MAいまこの目的のたり  
の薮見でカリ、地威儀と 思‘じプ恒レに迫酌カニヒにエリ衛生すろ彪択一メント   
との圃の笹磯かこより 夢生すろト一レクを利用して 腐捏のスピ／軸射可左衷更すろ  
むのてぃある．   

士 官 春着 瓦．  
（＝ 鹿角モ′一－メント  

（ZJコイル廟初鋸身  
（－J コ1ル巻数  
仙L 室 を  
（う） タト 観  

†ラAT仇～／ぅAT爪Z・切挽可絶  
ご．ヰ0 州ヱ  
†ら1巷  
4203  
為う臥ニ∫う。  

4 M5・C・（Mむgれ巳七Lc Sァしれ Con七roし）   
地膚乳中lニてスヒ■／すろ痢雀‘ま 新星朴瑠吐・すろウす麿免．励弼桝拷フヒス  
テリシス．その他の叶軋ドよリ スヒ○ン朗に着飾星空サーろ。また 耕客観刺考の目  
的が¢）ニスビン盈眉毛夜安レrり机ばJりγjい齢もあヅ締ろ。   
ユの打的の在の〃躾澄が M5Cて－あろ。M3Cの働仲原軋ま 妃彪灸のオ何を亡   

ンシソブコ川舟触レ、弓机に暮す・・レ＼てトルキ・ング■コ1Iレー＝盟屯レこ威風レノ   
ントき穿生さ亡 杷威風ヒの何の紬トレグlこり スピン踵及を糾卸す机のであ   
る．   

主 音．訝 孔  
（tJ センシソ・ケコ1ル   
叫 納経起如  磁界 0．26。回転軸 Frp．m．にて 

Z刑〉F－F l犬上  

500C＝つクーソ  
スーJ（ノマロイ  

Zら08  
萄4臥二よろ．  
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12メ ートルモンクーコ申し．   
山 鹿乳モノノント  ∠．5∧r㌦  

ク，72椚～メ～コイノレ  
／♂、クター ンスZズZコイル  
ヨ¢0才  

節方針ニエる．  
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∫ 電子回路和   
倭与回路称仁．コマ■ンド′グロック朗卜 竜虎考の條給を．牽けニヨ∴一ヨイスピケ  
，MAC′MうCの糾御ほ解■りわのぐあろ■き仁 二れらの絡東川K・朋とレて建  
虫イ．布卿乍む卸せて宿・ウ∴   
電子回路卯の索庶成毛濁る釦ニ コ・マンド舶・とそれ額窄を風2衷？・諸者酎の   

チ隠を濁プ泉lニ 弄す。、またr外観き牒7年卜許す。  
J  ＿  

←  

占 鯵．び 
仙綿制御線相打貝塚値旭洋できたが 

腐乱が後免レrり・折ゴ 未定て「ヲ・rまl朝命もあり、今緩へ鋸風1才王吋．れ一れ拍   
r   し、d  

rl舟 券須レて‘昭仁、、ORう≠∴．斤．と．の子り組郎了■牒・4泉・；ゝ木々．．また 粁   
た・つ DC U・ニまり・孝御糾射衆プ‖了ントのクう ア「▲レス†そβトり′ り′／ヰ   
ーニ？しlてけ ダフ1レコマ■ン「軋．苦寒粗レ’コブント■さ．ス・ニーlう微動作仰山主計イて   
いろ。（PしUd碩皇珍書さ′姓ヒい．．．） 
凝碓・ニ 箭∂臥◆っ■ 通常の盈用に帰るユゴン「造出矛頑き示す． 
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ラ   スじい ・・プ ー t‘の一  

‾～‾‾‾‾   

達意  

1」明朝圧し7ト？‾～－，ス7守れ1ア1－′1卜77・デ1＝ア‾い一丁斬屠ハイ也7上け   
rjにむ兵行目rよいコマント■’て－あソ．1れで小・‥吋りろ四各が8知的・う夏深川う．  

ヱ．資材制御軒とし＝蘭盈イろコ1ン「‘よ 上表の他▲エ フた。＝ン「があう．  
YいY。應甜（lト10）→ MT一うAにて薄絹  

A〔 pと～A BしE（14－り）－→ p Cuヮて密行  
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AC EN＝L亡■一l（．？丁′ナノ‾‾→－PC・U亘て貴行  
Ac匿〟れ計L≠一～（…；一・′⊥）→ DCUl＝て斉仔  

j∴ ストッ7Pデ1レイ。‡■云ニラントあ血サ合も．。∫ソ 儀z怠ら・ユ弄す吼細赦  
の制蜘が甲羅て■ある．  

z■豪♭ ヌ†・ノつ・ヂ1レーィ’コマン「と紆坤鞘臣牒摘  

レイコラ 週卿・き・契抒†う郎紘   

′⑨  
i  ⑨  

也  ； ⑨ ．  ／犀棚   

ぅTP ケ 」 し少  ／1タ伺朝 
（豆J l・ Z 同額  
うTP51 （㊨  き．一回軸 

せ  せ 」  j 伺如 
ST，こ．▲一．亨＿⊥▼▼．．＿＿＿ J．5伺朝  
せ I ㊦）  －‾岬㌻  4 伺葡   

、以 4．タ飼朝   
■   廠   ⑥      ，＿⊥＿‖j⊥旦艶＿」．▲■‖＿．．一．岬   ‾T  

うTPZ   ラTPll   うTFヲ 「‾】‾‾‾‾’‾〟 ■ ⑤  Lケ筒型     t    ∠，伺勃     l  ＿jユP 2lづTP－‘ぅ   ▲ト ムL．ケ同額  ラTP ヨ  せ  7 伺葡 ■  うTP ヲ  う丁．P ラ  ク．う周期 ■   
注各   
十 しか叩け二れト7・デ1レづ 〆い コマノ「手たけ 巧・；わ崖よしrJ  

し、こ こき弄す．   
2 5TF．才スト／アデイレイ、の離そぁろ．  

茶う泉 消夢魔カ  

普及剖 モーr剖  十I2 V  一IZ〉   ナウV   ム旦＿＿ 
スタント1ノり ～ββ ／ヰβ   

1  

∠ββ   J～β  

MAC モイ‡ブ，  ／ヰ♂   ～ タ♂  ノー‘タク  
M3 C モ  ／．占ク♂   ∠ダ♂   ノ′i■■■よ㌃1          ～きβ   

備．・奉  呈  
沈をト 単肛；吼W  

～ 最中の胤1千丁り促き不了．  

こ・・25る   



第年表  CORSA－♭でのノ 更息   
頑 官   ヰ 更 内 容   音 更 理 由   
M5－C乍ンシン  tンシンブコ1＝しカ・り適確ケーブル産出してい  頻度組止ノ弁解の   
■コうルのコオブ  
ク励打   
HKモニヲ  Ac一丁′月C・2‘こてそれぞれMACコ申レ  武原て・のナェ，グき  

電鹿，M5Cコイル密凍き計測レといたが．AC  容易にすろ。  
－トニてモードきモニタレ AC－Z▲＝ぐコ小レ  
電流吉計測することとした。   

MSC糸の電波  ，C．OR5A－Fぐ老乱、さ小た開銀で CORS  対電波干渉の教化   
渉   AJFて■け 対症郎富れたれCORうA－♭   

で【Jシールド丁一久き通庸レた。   ‾■‾‾ 
MP剛糸．   モ＝ア内容の哀史   

■対ノ」ス■汁欝の動ヒ   りダンク・／ソ∴－・－l  

MACコ小レ   コ1ルき2巻線化寸ろ。  
コネ7ケを攻牒する．（05M→Dサナノ   

MAC幼方∫げ  
ストソアディレイ   

各卸巳   
YO－Yo，M  
AC，MSC一丁  
にユオ77圭並加   

コマンドアー き              u コマン「に ENABしE′Pis∧BJE盲  コマンドの勧作に   
ンすの迫舶   如し′班宰時11外のコマンド動作主賓止した．  、すろプロテクト   

スーツアディレ  ストノブ・ディレイコマ・ンドき2～ブ種類遠慮す  糾卿去り劇針Lす   
イのマトリクス化  ろことにより．よリカくのストッ70同軸叔の盈水  う。  

を可絶とした。   
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第Z図  ヨーヨーデスピケ  
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第ヲ凰  M〈Cコイlし  
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鶉4囲 MSCセンシンクーコイ）レ  
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箭ケ屈 M5cトルキング1づ′レ  

＼  
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者7回．工レ”ロニクス・却  

2ム1   



MAC烏喪徹する場合  MSCき牽乾すう場合  

スタ小デル＝巧間組柁  
制御t囲伸レ ストソ了○ゲルづ  

A＿い乙川同軸藍集を血便日和  

的・プOFfじりう．  

途中で糾仰材止したいエラ17  

第∂顔 血夢の盛岡lニ糾ろ＝ソト藍由子頑  
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2－1一旦   
CORSA－b ニューラーション・す・ンJヾ （ND） 

東大宇宙新 二宮ノ紆乾夏  

日本電気（林）   

】 概 要  
ニューテーション・す、ンパ（沈下・NDと耕すあ）d、〔0だSA－b‘り、   

ミ、リシオン要求㌢滴且イゐ希鰯廠甘尊称首足五時ふため、外乱トルク 制御トル   
ク軒二∫って生すいムニューテーション運動邑チ、ンノヾの史釦印せエス】レで一議教に   
より滅泉さ岨ゐもの㌣・あゐ。  
顔虚心減衰特性互荒すNDとして、スピン軸に垂直鴫円堵型触テンパの牌亀   
を行弓い、軽謝モードにあ・けゐ 称トニユーテーション乙除去丁あために、動的  

∴運動に敏献可メタノール乙封入兼として硬鋼した．  
去た、封入ラ夜の平衡位置によち勧アンノヾランスの増大効果え着直して、タ・ンノヾ   

の封入畳とオ7・センタ乙菖安定した。  
針二、ニューテーション・ ダーンパポ、臭蚤スぺ一ス？倒吸何て、太さ寸減衰特性   

昔時ろようlこ、ND一首ぇ円魂の4級重ね腱として実度した．  

2 職 能  
水ニューテーさ三王ン・㌻ンノヾ応、 CO尺SA－bの義務象可孝称ぎ定劾東邑   

増力たゎlこ、再二囁呵】こ封入した液」本のエ芥ル半一消敢により、娘ノ」＼ニューナーシ   
ョン乞滅泉丁せあもの子・あろ。  

3 藤 城  
ニユ∴一子ーシ才ン・ナンノヾは、円確郎、封入部、封入液体 諒よ打t 莫展邸よ   

りノ煉珠丁れ、ND一式Lして、円墳の4級皇ぬ補遺乙局すゐ．  
団lに円頑部外観鳳 凰zにこ二L一一子「三ンaン外簡屈呈示す．  

り）円】渡部  

反照材料  S〕S－3D4  
。円暖中心最  少2】2  
8 円琶内払  ≠ク  

2d5   



ほ）封入部  
使用材料   

・封入法  

（3）封入液玖   

。 ノ使用衆   
。 粘性係数  

㈲ 莫鹿部 
。 触  
d ＿形状．  

。 取付旺邑  

CLI 
異星封入  

CH3 0H  
0.6 1 I cp 

円規の4牧重ね加1  
外勒 ¢2占9  
高丁 4d．4mm  
額後塵・じ面rりND⊂トb面までの平珂臣馳  
ゴ2？3川¶  

ム．小生．能．  

‖ 方式  スピン軸ヒ蜜直甘面朴こ取付†ら肌た  
ム投曳船凍直の円環型液体サンバ   

約ヱ0介以内 （一推定値）  

Z㊥＝qO皮  

＝L7c亡 くノミナル櫨）  

4方向に風10mm   

l・lk甥Ⅴ  

（Z）減衰崎定数   

G）中・ヒ角   

（4）封入呈   

（5）オフセン9  

（d）重量  
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2－2 賓覿閥計艶ステムにつM7  
東大宮宙研二宮呵発生  

坤日立製作所  
軸．ユ今後碩討によら甘ければ五・ら屯‖ふ、濱常軌鮒賓システムの敏郎玖1のよ  
ぅに鞄ちり。以下、データの戎机にモくし乙詑鯛寸ち。  

α・ 
フしニ＿ム軌範がと肌7いみテしメークデータ宣ディスクに確耕すう‾九・リア－レタ   

ィムでウィ、ソウルッワ（ライ⊥ヂ‥タ出力）盲行屯う・  

b．ファイル編集（伏－ユ∂∂）   
テし．メータの細魚・、荊卵′へトケ伍離行なラたあ所フ9小レ編真を弔・   

c．データイ五温（山之00．下之3∂一3曾）   
乞400BPSの公衆風鮎剖机テしメータデー・夕をにSしかう駒場へ伝達すろ■   

よ，二うネイル南婦隻（FZ3D－3曾）   
送鮎嗅き仁十9包綿凍鱒如 

已、暮智攻息計貴（√F2祁一39′仙コエフq？占0）   
軌鮎尊貴ヒテレメータデ ータ鯛叶詫増招寧う二封細賛折ラフィ・トゥデ   
イス「。しイ．×Yl。ロ、ソ9によ相和化・し、尋増池拍動に得れみ 

j．暮習馴勧計姜（FZち0一男）  
現を寄脅から日新句lニ剃糾沌紬孝智割鮒漫描こ叫制御〕アンド、   

嘲順法亀つゃ小レfこ書きこむ．   

彗．データ伝息（下Zミいう曾ノ扶100）  
剰獅］マント項臥時刻号を駒場ゲうkS〔へイえ息し、KS⊂ではラインつりノし9  
言、鶉析－プに出力寸ろ、  
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く灯SC〉  

u－200  

く御岳〉  

閂〕0づ8  

図1雷管制御計恥ステム概略図  
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2－5  地平線姿勢計（HOS）  

東京大学・宇宙線研究所 近藤一郎  

束京芝浦電気（株）宇宙事業開発部  
1．概 要   

C OR S A衛星はスピンたよってその姿勢が安定忙維持される様に設計され、更  
．に姿勢制御準置（A C）によってそのスビ∵ン軸を天空の任意の方向（X線星の方向）  
へ向け、ス．セノ軸に並行かⅩ一線観測器により，Ⅹ線星の位置．強度変化を観測する。・   

従ってC OI弓S A衛星の飛翔中の姿勢の決定は、観測並びにその為の姿勢制御にと   
って不可欠のものである。そこでC O R S A衛星では2種の姿勢計 一地平線姿勢  
計（HOS）と太陽姿勢計（S A S）一 考用いて姿勢に関する情報を求め、これ  
中ら姿勢を決定する。この両者のデータから求められる姿勢（スピン軸の方向）は、  
1回の測定では －lO 角，10分程度の測定値の統計処理からは0．lO 角程度の   
誤差で決定出来る。更に精密夜姿勢の決定にはこのデータと、Ⅹ態観測器そのもの   
のデータとを組合せて、解析をする必要があるが、姿勢制御用の制御コマンドを計   
算するための情報としては、2種の姿勢計のデータで十分である。  
地平線姿勢計は、衛星のスヒ∴／Kよって地球を掃査する赤外線検出器忙よって衛   

星の対地球姿勢を定めるもので、S A Sによっ■て得られる太陽方向に関する情報と  
組合せて、衛星のスピン軸の慣性空間忙おける方向を決定する事が出来る。ノスピン  
安定が著しく乱れない限り、慣性座標系でのスピン軸の方向は瞬間的には大き く変  

化はしないので、姿勢の測定は連続的忙行なう必要がない様にも見える。   
しかし統計的を．方法で姿勢の決定誤差を／トさくする為と、ニューテーシ′ 。＋ンの様な  

細かい姿勢変化の測定の為に、毎スピン毎に姿勢の情報を碍る事が必要と浸る。  
そこでC O R S Aでは、■REAL TIMEのデータでは3秒毎，DATA RECORDERへ記   
録されるデータでは2 4秒毎に地平線姿勢計のデータを記偏すること忙なっている。  

2．地平線検出器   
H O Sは地球上層大気（高度約4 0K皿）から放射される赤外碩を検出し、これに   

よって衛星の地球に対する相対的左姿勢を求めるものである。この為にH O Sには   
図1に示す如く衛星の赤道面から上下各140 の方向へ向いた2個の赤外線検出器   
がつけられている。この赤外線検出器は直径38肌耶，焦点距離57mnのレンズで集   
光した赤外顧を 15±lミクロ／の波長域を持つ干渉フィルターを通して、ゲル   
マニウムレンズつきのサーミスタポロメーク（有効面積0．1×0」日加）で受光する   
ものである。15±1ミクロ．ンの波長域は、C O2 からの噂射を主として観測する   
ためのもので、この検出器が地球を掃査する場合忙は、地球＿上層約4 0Kmの高度か   
らの柘射を主として感知すること忙なる。従ってほゞ一定の温度の層を掃査するこ   
とにな少、下層の雲の有無や地形等に影響されずに一定の出力を得る事が出来る。  
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この様を条件の赤外線検出器の出力は、手首空間での低温の値から、地球上層大気  
の湿度（～－50℃）の値へと 臣形波的に変化する（図2a）。  
光学系の視野が約20 ¢であるので、毎分5固のスピンの場合忙は、距形改の立上  
少は約60爪 
のドリフト．経書等を避けるために低周波（0．1－300Hz）の交流増幅を行なう  
ので、増幅器からの出力は図2bに示す如くパネル状になる。そとでこのパルスを  
適当毒レベルで、波形弁別をし再び図2aの臣形汲の形忙直した上でデータ処理回  
路へ送っている。赤外線検出器の筐体忙は、サーミスタ。ポロメーク忙与える電圧  
（±18V）を作る昇圧安定回路も内蔵し、安定を測定が行なえる様になっている。  
（図3）  

図1に示した如くH O Sには  
2ケの赤外線検出器が取付けら  
れている。■ これは1ケのみの場  

合には、衛星の対地球姿勢の変  
化によって地球を見なくなった  
ゎ、姿勢の測定精度が著しく悪  
くなったゎする串を補償するた  
めである。2ケの検出器を用い  
ると対埠球姿勢が変化しても、  
どちらか一方の検出器は必ず地  
球を掃査する挙が可能となカ、  
更に両方の検出器が地球を掃査  
する場合忙ほ、対地球姿勢の広  
い範聞で、姿勢の決定精度をほ  
ほ一定に保う事が可能となる。  
CORSAでは衛星の軌道条件等  
を考慮し、衛星赤道面の上下に  

（鵬 Bolometer Output  

図2（a）H O S検出器出力波形  
（b）増幅器出力波形  

Sensor Unit  

1．Rrl」一  0utput   

＋5V  
Dis⊂  
Control夫々140 の方向へ視野の中心  

を持つ2ケの検出器（センサ1．  

センサ2）を取付けて、姿勢の  
情報を取得することにした。  

図3 赤外線検出器ブロ ックダイアグラム  
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3．H O Sから得られるデータ  
H O Sの測定結果からは、衛塵の対地姿勢、◆つまカスピン軸’とその地点での鉛直   

方向（地球中心と衛星とを結ぶ線）とのをす用′（d：E－）が定まる。又検出器の視野   
が一回地平線を横切った蒔から、次に地平線を・横切る畠の時間間隔から、近似的恵   
子ピン周期（衛星の公転分だけづれた）と、スピン打と地心方向との関係を求める   
ことか出来る。2ケの検出器がどちらも地球を掃査した場合には、更把衛星の高度  
を求める皐も可能となる、。この様な姿勢情報を得る基礎データとして、HOSの各   
検出器忙ついて、地球を掃査するに要した時間（T El又はT琶 2）と、天空を掃  
査するに讃した時間（T pl又はT p2）とを計測する。  

1■て芸／Tpi Dqtq Process  

図4  T El／T pl データ取得回路ブロ ックダイアグラム   

次に衛星の慣性空間での絶対姿勢を求めるためには、H O Sからの情報だけでは  
十分でなく、もう1軸の情報としてS A Sによる太陽方向に関する情報とS A Sと  
HO‘Sとの相対的な姿勢情報が必要とをる。そとでSA S 
ら、H O Sのどちらかのセ／サーが地球を見終る迄の時間・（TsE）を測定する。衛  
星が日陰状態把ある時にはS A Sからの大腸 
時刻（DPの特定フレーム・ ワード）・と＝OSのどちらかのセンサ⊥が地球を見終  
る迄の時（TTE）の測定によカ姿勢決雇の為めデークを得られる。   
これらの時間間隔のデータはD Pから供給されるクロックノてルス（Slow mode  
（棟準）の時8W周期．Fast modeの時2W周期）を用いて、10 ビットのカウ  
ンタで計測される〔従ってSlow modeの時把は12秒．Fastmodeの時3秒の時間  
間隔まで測定可能である。衛星のスピンが5rpm（12秒周期）と予定されてぃるか  
らこの計測てn＿30程度の精度の記銘が取れる予定てある。計卸されたデータは、夫  
々の検出器が地球を見始めた時（Tpl），又は地球を見終った時（TEl・TⅢ・TsE）  
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TTE／TsE DQtQ Process  

にデータバソファに転送され、D Pから訳出し指令に従って、3砂（REAL）又は  
写4秒（TAPE）毎に記録されち。，データ転送はfiEAIJIS F忙4回，W33を5F  
連続（Fll～15．F27～31．Fj3～47，F59～63）で行なわれ図6に示す形とをる。  

REAL T］ME DATA（W33）  

巧いち7、乾j．ち  Fいら．らノも    吊3．ら．E5，ちl   転．もノ㌔庵  F5，巧いE7ノも      READ NO   
HOSjl   HOSj2  HOSj3  HOSjん   HOSj5  

TEl′Tpl．   1Dl  TE2／Tp2   ID2  TsE／TTE   ID3   束 S  1Dち  
TimeDqtq  ∴  Time mtq   陥  Time D屯Iq   性  ●・  呈  L比  q2             んl㌔  1，3  

図6   H O SデータF O fiM A T （R E A L D A T A）  

デーータのD Pへの送出中には、当該データのバソファへの転送は禁止されている他  
1回の選出後次の送出迄K新しいデータが得られない時には N／0 の工D情報を  
1にして前回のデータを再送する。これは TAPE データが R EA Lデータの8回  
に1回しか碍られない為 無駄なく記録を行夜うためである。 T Elと T plとは  
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同じカウン・ク・バソファを用いるので、どちらを送信してぃるかはE／PのID情  
報（TElの時0，Tplの時1）で示す。又TsEとTTEについても同じカウン′ク・バ  
ッファを用いるので、どちらのデータを送信■してい 
の時1）のエロ情報で示すと共に、データ転送のタイミングを作ったセンサーが、  
どちらであるかを1／2（センサー1の時0，セ／サー2の時1）のID情報で示  
す。（2ケのセンサーがどちらも地球を見ている時忙は、このID情報で示され  
ているセンサーの方が、地球を見ている時間（TE土）が短い）。   
この他、クロックノてルスの渾慶（F／S，Fastの時0，Slowの■時1），2ケ  

のセンサーのどちらかの信号をOFFにしてないか（O F Fの時0．O Nの時1），  
センサーから信号の ディスクリ電圧の高さ（H／L．Hlgh（標準）の時0，  
Low の時1）等のIDも図7に詳細に示した様に付加されている。各データの残  
りの1ビットは、S A Sのクロソ．ク速度のID情報として使われてぃる。（Fast  
の時0．Slowの時1）。  

TTEの基準時刻と しては  
TTE又はTsEの新しい≠一－  
クを送信したフレーム（F15  

F31，F47又はF63）の  
W34 Bo を用いてお少、  
この時刻からどちらかのセ  
ンサーが地：球を見終る迄に  

S A Sの信号を受けると、  

TsE のデータに変更され  
るが、S A Sの信号が左け  
れば、 TTE のデータが送  

出される。   
データ・レコーダへデー  

ID BITINFORMAT10N  
tD Nqme    lD ＝0   ID ＝1   

E′P  TEI Dqtn   Tpj Dqtq  
IDl             N′0  New  DQtQ   Old Dqtq   
ID2   E／P  TE2  Dqt8   Tp2 DqtQ  

N／0  New  Dqtq   Old Dqtq   
T′S  TTE  DcLtQ TsE Dqtq  

ID3  01d  DQtq  
1／2  丁∈1くTE2   TEl＞TEヱ   

0  Dis⊂riLow  
口 D  Siqnq卜2 0∩  4   2   C10⊂k S10W  

1   Siqnql－10∩   
SÅS   F／S  SASClock FQSt   SAS Clock Slow 

図7 ID情報の詳細  
ク菅記録している場合忙は  

データの記録レートが REAIJTIME データの1／8になるが、REAL TIME  
データとタイ ミンクを合せてデータレコーダへデータを記録するために、特別な考  
慮が払われている。REAL TIME データの奇数サブフレームのF27～F31のW33  
のH O Sデータが、データ・レコ」ダのデータでは各サブフ．レームのFll，F27，  

F43，F59のW33，W4l，W49，W57及びF12，F28，F44，F60，のW33に夫々  
記録される。このR玉：AL T工ME データと、データ・レコーダ・データとの対応は  
図8に示す様にそる。  
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DATA RECORDER DATA  
Fll、F27ノ F‘3，F59  R．．E，′仁一丘○   

W33   Wん1  W49  W57   W33   
HOSkl   HOSk2     HOSk3    HOSkん   HOSk5   

TEl／Tpl   IDl   TE2／Tp2   lD2   †薩／TTE   ID3    団 S  ID▲   
TimeDqtq   団  判  TimeDqtq  サ 0  Time Dqt□   陪  り 0  円 l一■ 2  E S  d ○〟  宅   

CORRESPONDTNGREALDATA  F27～F31・W33 ASF？n．1   
HOS22  HOS23  lHOS．24   HOS25  

図8 データ・レコーダとREAL TIMEとのデータ対応  

4．姿勢の決定   
衛星の姿勢の決定は、受信したデータの中からH O SとS A Sのデータを拾い出   
して、駒場に迷ゎ、F230－38の姿勢決定プログラムによ力行なわれる。この際に   
は1スピン毎の姿勢を求める他に統計的を手法を用いてよカ稲慶の良い姿勢のデー   
タを、教スピン～数10スピンのデータから得る事も考えられている。しかし、こ   
ゝでは基本的にH OSとS A Sのアークから、どの様にして姿勢を求めるかをのベ  
るに留めることとする。   
先ず図9に示す様に、空間上に  

S（スピン軸の向いている方向），  
E（衛星から地球中心の方向）並  
びに2つの赤外線検出器の視野の  
中心が地平線を切った時（空間か  
ら地球方向へ入った時）の方向  
Hl（センサ1）．H2（センサ  
2）を定義する。  
CORSA－b では 衛星の赤道  
面から上下各140 の方向忙、両  
方のセンサの中心軸が向いている  
のでβ0＝140とすればよい。次  
忙衛星の高度をhK皿，H O Sが感  

S（SpinA裏S）  

E（E町thCenler）  

H2（Horizon）   

図9  H O Sによる姿勢座標系  
知する赤外線の発光層の高さをhc  
随（hc＝云0とする）．地球の平均半径を RE Km（RE＝6371）とするとHl  
とEとのなす角∂は  

Sln∂＝（RE＋hc）／（RE十h）  （1）  

で与えられる。又実測されたでEl，TplからHl又はH2からE方向へのスピン角  
甲】，や2 は：次の式から求められる。  
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Tspln＝TEl＋Tpl又は TE2＋Tp2  
91   ＝1800×：TE■1／Tsp土n t  
92   ＝1800×TE2／Tsp‾1n・  

但し・TspinはCORSA－bの軌道周期（約96分）とiビン周期（約12秒）と  
あゝら、慣性空間におけるこスピン周期（如えばSA■sで 
程度長くなる筈である。   
HO●Sから碍られる姿勢■のデータとして？1■・92の2つの角が測定された時忙は、  

ズビン軸方軒（S）一と、地球中心方向（E）とのをす角（αE）と、地平線方向（Hl  
又はH2）と、地球ヰ心方向（E）との左す角（∂）とを求める辛が出来る。  
由9から球面三角の禽弦定理を用いる・と  

cos∂＝ COSαE・Slnβ0＋Sln dE・COS錮・’COS刊  （4）  

cos∂＝＿COS aE・SlnOo＋Sin aE・COSeO・COS9）1 （5）  

を得るので、両式  
からCOS∂ を消去  
すると  
COt（IE＝  
COs91－く）OS92  

（6）  

2・tan ♂0  

と夜ってαE が求  

まる。これを（4）又  

は（5）に代入すれば  
COS∂が求ま少、  

衛星の帯皮佃を求  
めることが出来る。  
実際にCORSA－b  

の色々な高度㈲で  
αEと？1との関係  

を図10に示す。   
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甲2の時には、dEの代ゎ咋18001一明を用ぃドてこの図を使うことが出来る。  
この図から見られる様に＿ 400≦dE≦l・400 の範囲では両方のセンサーが、地球  
を共忙掃査し、その他の角鹿で昧どちらか1ケのセンサーが地球を掃査している。  

（6）の代ゎにd9＝甲l，一甲2を直接用い、衛星や高度（h）を知っていればd pの絶対値  
と、ピッチ角の絶対値l900－？Elとの対応を求めてみると図1－1に示す様にをる。  
この囲で見られる様にト900一甲Elが400以下の時には、」9）からαEを求めた時  
に、αEにつ・く誤差は、d甲の誤差（中土の誤差の、′す有）のほゞ2倍程度になる。  

1回のスピンに対する，甲iの誤・差は0．40以下であるので αEの誤差は1D程度となる。  
又 左Eとd甲との関係はd？の′」、さい所では高度に対する依存性が、少さレへ車も注  
意・すべ・き事で＿ある。 
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図11  衛星高度㈲の時の／』？／と、／¢一ッチ角】の関係   

－・方2■ケのセンサが地球吉掃査しているスピン角の平均す＝（甲1＋一甲2）／2と  
αE との関係を計算してみると図12に示す如くになる。すはピッチ角！900－  
αElの′トさい所では殆ど高度のみに依存し、姿勢の決定には大き夜誤差を持つが  
ピッチ角の大きい所ては姿勢の決定に役立つ事が判る。   
図11と12を組合せて、すとd？の両者の組合せから衛星の高度恥と、ピッチ  

角】900－αElを求める簡便な方三毛として、図13を用意した。  
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図13を用／いるには   
JH ＝ （91十92）／1800  

ld fHl＝l（91「92）／ 900l  （7）  

を計算し、横軸】り由卜縦軸J丘わ交ぇから、h・l900－α・Elを求める辛が  
出来る。？1≧92の時 甲E≦900である辛から、αE を求められる。   
片方のセンサしか、地球を掃査しなかった時、又はセンサが1ケしか働らいてい  

をい時忙は、衛星高度仰摩知っていれば  
cod2dE（sin200＋COS2甲1・COS2eo）－2COSaE・COs∂・SinOo  

＋（COS2∂ぺOS2？1・COS2β■0）＝0  
又は  

COS2dE（Sin2β。＋COS2甲2・COS2β0）＋2COSdE・COSβ・Slnβ0  
＋（COS2∂－｛OS2？2・COS2β0）＝0  

の2次式を解いてαE を求める事が出来る。一般的にはαEは2値となるが、片方  
のセンサしか地球を掃査しなかった時には、図10からαEの範菌は一義的に定せ  
る。叉それまでの姿勢の推移からαEの値を推定することは通常それ程困難では頂  
い。   
衛星のスピン軸の慣性空間での方向を求めるには、H O Sのみでは不可能でもう  

ーつの姿勢計として、S A Sの情報を加える必要がある。図14に示した様に衛星  
の位置を赤棒 ∂p，赤経αpl とし 又太陽の方向（T）を赤繹 ∂s・赤軽αs と  
する。次忙S A Sから得られる太陽高度角（A）とS A Sが太陽を見てからH O S  
のどちらかのセンサが’、地球を掃査し終る迄の時間（TsE）とが、データとなる。  
HO Sの向いている衛星上の方位角は、SASの向いている方位角に対して450ス  
ビンの上で先行する方向にあるので、  
太陽方向と地球中心方向とのスピン角  
（g）は次の様にして求められる。   

ズ＝旦×。6。0＿ml。（？1，甲2）  
Tspln  

＋450  （10）  

N（NorthPo【e）  

但しmln（？1．P2）は甲1と？2 のどち  
らか小さい方を意味する。   

図14・から  
COSy＝S⊥n」・COSαE   H7  

＋COSA・SlnaE・COSx （11）  屈14 S A S．H O S・t＝ンサ  
COSgニーSin6T・Sin∂p  による姿勢角座拶系  

－COS∂T・COS∂p・00S（αp－αT）（12）  
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女（頼αp＋輿）m。d2汀＞汀の時y＞汀から由nyの年号が決る。  

上式で分る様に、yは姿勢と関係なぐ決るので、αE．J．∫の間は独立ではな  

いので、実際のデータのチェ ックに上式を使うことも出来る。   
∠N T Eを Å3，∠S T Eを ス4 とすると  
Slnス3＝－COS∂p・Sln（αp－αT）／Slnア  
COSA3＝－（Sln∂p＋sln∂T・COSy）／cos∂T／Slny   

から  COS∂p・COS∂T・S土n（αp－αT）  
t孔nJ3ニ＝  

Sln∂p＋sln∂T・COSy  
Sln㍉J＝ £1nαE・S⊥n∫／slny  
COSj4ニ（COSαE－Slnノ1・COSy）／COS」／？OS y  

SlnαE■S土nヱ・COSノ1  から  
ta・nj4＝   

COSαE－Slnノゴ・COSy   

とな少、A3，A4を決めることが出来るので  

如n∂5＝ Sln∂T・Sinノ1＋COS∂T・COSノ」・COS（ス3－ス4・）   

から スピン軸方向の赤緑（∂s）が来せる。更に  
Sln（αs－αT）＝COSノ4一・Sln（A3一人4）／COS∂s  
COS（α昌一αT）＝（Slnノ1sln∂T・Sln∂s）／COS∂s／COS∂T  （17）  

COSノ】・COS∂T・Sln（ユa－ユ4）  から  
tan（αs－dT）＝   （18）  Slnノトーぷ1n∂T・S⊥n∂s  

となって、スビ／軸方向の赤経（αs）が求められる。   
同様な計算は、 ∠N E T＝ぇい ∠S E T＝A6 を用レトて行えるので、こゝで  

も計算の誤差の推定が可能である。  

衛星が日陰状態にある時には、S A Sの情報は得られないので、日陰状態K入る  
時と、日陰状態が終った時とに姿勢を決め、その間はH O Sのデータのみで姿勢の  
変化を内そうする事が必要である。  

5．姿勢データの1例  
C O R S A－b衛星の飛翔中に得られるH O S．S A Sのデータ、並びにこれら   

から碍られる各姿勢角の情報を、シュ ミレーシ′≡∃二／した結果の一例を、図15，16   
に示す。園は近地点350Km．遠地点800臨．軌道傾慶を31．50とした時でスピ   
ン軸は、Taux－1（か把星雲）に向いているゥ（∂s＝21・90 αs＝5h31Ⅶ）衛星   
が地球を周回する問の各姿勢角の変化が、図15には主としてH O Sについて囲16   
匠ついては、H O S・S A Sの閑係を含め示されている。  
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2一斗  太†喝姿勢 計（SA寧J  

東大宇宙研 ′トIll原  嘉 明  
明  星  電  気  （株J   

三1・謁 刺 目＼的  

COllSA衛星忙は′、、衛星のスピン軸方向に向けて7ケ、スビ・ン坤と重商方向に向けて4  

ケ、合計13ケのⅩ碗検出器が塔載されている。衛星の壌勢制御により、スピン軸’を任意  

の方向に向け、その方向に 

交方向の大円にそって巾広い範囲のⅩ碍源の探索をする予定である。このため、姿勢制御、  

Ⅹ碗聴の位宿の決定、データ処理等の苺礎把をる衛星の姿勢計測を行なう。   

太陽婆勢計（以下SA Sと呼ぷノ は、衛星と太陽との相対的．夜姿勢を求めるもので、判  

定するものは、スピγ軸と太陽との角乾及び、太陽が衛星の甚準子牛面を1亀過した時刻で  

あこる。これらの軌定の精匿は、衛星のスピン軸の方向、スピン周期によってか在り変るが  

大体の目安とlノて、瞬時値で約q5奄、前後のデータを含めて正確な計算脅して0． 

目標としている。但しSA Sは一軸姿勢計であ、るため、他の姿勢のデータと租合せてはじ  

めて唯対的な壌勢が求められる。この場合、他の姿密データとしては、地平碩姿勢討■（H  

O SJあ・ろいは、Ⅹ標観剰三芳による既知のX項囁の鞘瑚データ夜どが利用できる。  

〕2 観 測 方 法  

循環の子牛機上帝大陽が滴喝する時に、太喝の像をレンズ系によりンリ コ／大喝筒弛の  

上忙韓像させ、その懐う；満過した巾．衛と時刻奇利覆することによって、太陽とスピン軸の  

285   



角嗟及び、子牛碗が太陽の方向な向いた時刻孝和る。このため、シリコン大喝筒池は、有  

感帯が7bitのグレーコードを作るエうに配置してある。さらにそのコードの両端忙は、  

太陽の像の埼過開】蛤と、鳩渦摺了を検増するためのラインがユ本ずつついている。ツリコ  

ン半導体のパターン製作精匿、半導体素子の製作可能最大寸法、光学系の視野の広苫と焦  

点鮭離等の制約から、1ケのセンサーで観測できる範闊は子午線方向忙約65●である。こ  

のセンサー2ケを同一子牛噸上に並べ、合せて約130■の範囲を観測ナる。  

§3 観 測 装 置  

＝）全体の形状  

センサー部の全体の形状を萌一同に示す。2つのセンサー（A，BJが上下忙1ケず  

つ配置してあり、上部のセンサー㈲接下方向忙約65Dの視野を持ち、下部のセンサー旧）  

姥、上方向に約65■の胡野を持つ。その結果、全体として席展嘩標系で＋55㌧－→75  

の闇が視野と売る。この部分にはセンサー部とブリ7ノブが入り、主回路部咄、TXi壬  

（S f’X．H D Xなどの回路部ノ と同居させて竃境の軽減、計装配峨の節約を計っている  

（ii） センサー  

センサー吐、光学系（レンズ系）とシリコン大喝電池とから成る。それぞれの規格は  

次の確りである。  

aノ  ンノズ系  

懐点蛙雅  約13虞■  
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一■   
a5＿＿ ＿ 」  

図1 S A S 外 観 図  

285   



視 野 角  、65  

構  成  3群5枚  

開 口 径  外付けの絞り‾疫より約l．5一里≠托する  

bJ 太陽電池  

形  状  笥2図  

材  質  シリコ／太陽電池（P oN NJ  

7 bit グレーコ ード  

START AN由一玉Nl〕CIJECX1IN旦  

分間能  約0．50   

同 2  
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（扇） デー タ処理系  

太陽電池は、約1▲0Vの渾バイアスを加えておき、この状態で流れる■電流が光量に比  

例することを利用して太陽の像を検出する。検出信号は光電に比例し左電圧として取少  

出され、ディスクリ ミネータ把よって判別される。判別の基準電圧按4段階にわたって  

変えられるようになってぉり、セ／サーの特性の異常な変動があっても、か在り広h範  

謝の変動に対して安定に動作するようにしてある。基準宙圧の選定壮㌧PIコマンドによ  

って行う。  

センサ．－上を大喝の像が走ると、まずSTART・・MA■RKの∴信号が出る。 A．82つの  

セ．ンサー■のうちでこりS・TARせMARKのあった方のセンサーのデータを選別して・デー   

タ．処理すろ。A，Bのセ・ンサ「は視野の端が一部わずかに重複してレぃるので、・A．Bが  

共に太陽一せ見た時には両方の信号が選ばれる。一次に7bit の高度角検出信号が出 

にEND MARKが也る。これで1SET・のデニ■タがバシフアーレジスターに入れられ、  

データ プロセッサー（DPノからの読み出し指令は3秒に1回ずつ出るが、その間に2  

回以上太陽語見た時はノ．ミソファーレジスタの中身は窮1▲回のものゝま．まで変ら夜レ㍉  

‾E〟P  
一方、甚准の時刻（DPの読み出し指令ノ から次の三㌢ご土語晋M阜界Kノ信号までり時間を  

測り、太陽が子牛而を通二旧した時刻を求める。これで太陽に対する衛星の姿勢が求めら  

れる。  

ST＾RT、4ARKの信号は、H O Sとの相対角を求めるのに使用する。又 SCH の区切  

り上しても硬用する〔－‘万一一この工レノ∴／トが稚喝した時には、PIコマンド把よって、  
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END MARKを区切り信号に切り替えることができるようにしてある。  

END MARK・は信号の1SET完結を指示’し、これにエって次のデーター処理渦程が自  

動的にスタートする■よう忙をっている。したがって、もしこのエレメントが故障したら  

全くチーターが取れをいと・いうことも握り得る。この場合に備えて、PIコマンドでデ  

ーターの現み出しがEND MARXの有無にかかわらず一定の周期で強制的にも行えるよ  

‥ぅ忙回路の動作が切少者えられるっ  

7bitのクレーコードのエレメントが故障した時には、太陽に対する高麗角の測定絹 

鹿が悪くなったゎ、判定不能に夜一ったりすること忙去る。 

STA■RTMARKからEND MARKせでの太陽像の走行時間を計ることによって 約1鹿  

以下程直の楕直で高鹿角が求められる。’太陽セ／サーの故障としてはまだこの他にも多  

・電多様な状態が考えられるので、それらの状態・につ 

うに、   ① センサーAのSTART MARK及びENDMARKの有無  

② センサー8のSTARTMARK及びEND MARKの有無  

③ センサーA．Bのいずれのデータを早く検知したか  

等の信号も毎回送られるようにする。  
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0として送り出す。  

§5 コ マ ンド  

コマンドは、通常のコマニ／ドとPIコマ／卜●を用いるよう忙なる。  

（i）通常のコマンド  

NO．50  麗＆二立退ト（べP＝■／ク 左・ズニ十）・銅ぶ（油  

NO．1】9  』   生F仏pこ／ヰEべ＝／ヰ）pJ粧」叩  

の2項目  

（ii） PIコマン／ド  

① 機 器 指 定  

② 動 作 指 定  

窮5 bit  

1 O D1 

「
し
′
ノ
ノ
 
 

ディスクリ ミネ一夕ーのレベル切り替え  〃  

7
 
 

6
 
 

窮
 
 
 
第
 
 センサーAのみ電源0Ⅰ叩  第8 〝  

センサーB  ′′  窮9 〝  

自動読み出しOR強制読み出し  

SP一【N区切りをS「「ARlノ M∧RK又はENl〕MAR・K切り戦え  

SAS C】JOCtくなQUTCK と Sl」Ol・＼′に切り帝えrI）をl（OS  
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を使って伝送ヰJる。  

以上のように動作する。・なお、PIママイド咋ついてはⅩ線観照＝SFX，HDXJと非   

常に明達が深いので、S－F X，1IDXの項も参照のこと。  

下記の図は、PIコマンドわ動作指定の部分である。  
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‾‥■‾－－－・－一 －～－－一一－－「－－－■－－－－－■●－－－－－－、←■■■■－－－－－一一－■－●－■  

■‾－ ▼ －■1■】▼－－－－ －－■－－－一－◆→－ －－－一 一一一一■－－－－●一－－■■  

f鋭坤主十廟ヰ車■盲湧 鼻輪て礫を貢を牟一生哩さ二卑ぞ車型一隼－－・  
■ ■ 

桓圭叫十年亘り．’す享ご∴ヱ？．輿坤叩β＿（丁ざETヰ‥‘断言才‾ぅ∴－一川                                                         ● ■ 一一 －－一 －◆ －◆■■－ －－■′  －一 －－‥ －▼■■■■  ■▲ ◆ ■   
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∴且ニタβ鞄 二 ▲r－十二  
＿．＿⊥⊥  

月Lモードて“斤F戸車拝  眈錮川   ＝．  7  斤g⊂⊥♂人／プ  
L」⊥＿■」＿．＿ユ   

JIRF亡や希7か－ざ榊7ⅥS′かこ、1～  ◆のまま  と与S。  
ユ  

片方⊂：－β〟  ン人肌姓虎  戎鬼†う～乙川  ヱ丁ヱ月⊥一．S  
！＋t  l l  1   l  

コマレド宣且棺し  ／‘一；bl／豆  S7謁和S‾t   

即Pナノl  β斤一昨戸≡コマレ′“  材A刷〟＝∴も丁〃リ  
l  l  l  l   l  

1 Srノけ〟Sかり●イ／十ヒ．弓．・リ  卯ノコ～叫－かう鍋肌ヱ各級托．1  
i  二 †、！‘  

lZ ST′q7ⅥSク、・ちO b◆  

夕′ヱかてr  蜂堅鮭  Aズ  

を議7i両耳：  と±タPZタの節碓  

「1j）獅わ直後肯才云  簸けオ線郎の即工タ  

の動・碓■味 読回の即－ク戸  寡言のアーク〟／之ろっ  

l  

町＝卜鋸ヰJt   

モ¢克郎i動作此、簸  ヰ，という＝ミ羊水｝魂3。  ヒ8PI凱   

工丁ヱ月ムー±左一丁≠マン‡ドキ旦偵して初期■線度t斬るり  

頑：衰    t∂ 〃し●一◎P‡8．t」－／†lこすう。  ・－－－ トーニTJL－－ここニ  

】 麺亘華中尊亘二区画車重  
l  

▼‾’‾‾‾‾‾‾‾’■‾ ‾‾‾‾‾’▼▼‾‾‾‾‾【’‾  咋i‾由一‥一〆す句后‾‾京終打㌻∂わ了す夏季稲帝▼‘汚行‾㌻「    丁 一 ．∵…∵‾‾‾‾▼‾‾‾■，‾‾＝‾丁‾岬－，－’T‾T‾「i  
‾‾‾一’‾ 

－ 元子丁う官有すう丁㌻「 丁‾ 「  
い、■二▼∴＿＿＿＿＿I∴ニ．●＿＿丁＿’＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿．＿＿．＿＿＿＿＿  

‡丁ヱ■〃⊥  旦、二＿賓を革。＿モク＿郎．乙．‡担  
J  
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（凱ギ埠軒別イ巨卵坤t一戦そ．t．盲華ゃ竺プチ．㌣仁として埠＿奪輿羊り ＿．  

叩tTリ．し一号亨T＿t用い．う卑l二 
＿r 

‾■■‾－■ 
卵子∂モー牧草セき之亡す－－i」室き∴・ 

‥ 
ムR印－β〟  

‾‾‾‾’－■…‾‾‾‖…－‾‾‾‾‾m…‾  

。辞垣釦紳鍾声  モニ煎王三亘ヰニ麺旦uβ土モニと：旦些   

㈲ズ軽部を，tり‡Tり．ヒ写どモ＿をよで「二冬季だニ中々．＿≠i★±ラ∴≠彿‾テ套二を二二   
ーー 

（≠： 

員＿号つイセ   

り，上汁－♂′≠▼克て“モー阻クズ錦却ク拝密′L≠章毎う≠豆■二  

√2フ如一叫丞汗9手亘7“i葛陀・J‾卵戸中二亘亘ナるナ皐と。  

l  l  

‾ t  
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器   機  通  





ぅー1 後免劉剰泉畳（H K）  

東大宮牒ノ呵嵐頻度乳  
叡 下 嵐嬉 工・景（腺）  

：． ＿・ニ：  
Å温風ばC∂月SA締盟に草野ごれ、」紆星田患率り温度、亀え∴亀丸各の殊産別利己行  
て～＝、ぞのデータl子より曾昆の勿桂根ウメ琶蕗乙すろ予ので中る三。  
別殿象断言、額属屈属宜金ザて占くZご、伊晩スイァナ上して、ト一丁スバシナ已痛いてい  

る。二のスイフナ伊凍ノ言ミり”ミンブパルス【ゴロPよリコントロール′ヾルス9Å（′†バ  
ナリ占blし）呈受けHK明朝丹・占ヴに少凍える。量刀扱えられに席号Ii増俸卑lてより増俸  
され、ウP－1て送．血する。  

2．碗 戌 

亘．倉  ごロ ．亀．  童・′三■  楓 薦 
Å 体、  H ∴K 

余血鼻   
過演センづ  二55．  白金宰ンサ  
亀足せンT，  7  ．浄屋軋軋   

3．腺 ■紀  
1）亀嵐吋組絶   

（亀 丘）   
①測鼠絶囲：測更埴菖阜・くよる，   
㊤剰ぇ力玖：終息卦凰（干よるp   
㊥血刀敷瓦観：2うOc±2ひ＝亘トいて  

0レ：工0．06レ′  
5〉：エロ．0？レ  

㊨軋互仁ンサ   
Ep－P，8月TV  
Es－r2Pノ‘E5‾N  
∈5－5P 
β」卜1－2  
β」M－5  

M戸∧5？？KJICT†  
MF月2？？K血．とTT  
M戸A14？K♪CT！  
M戸A47？KこnCTI  
M戸A r7？K几CTT  

∧
∩
 
△
＝
∧
∩
 
∧
H
 
∧
﹇
 
 

（温  度）  

①剰え扱周：副え碩目鼻Lこよる。  
⑨剰えオ汲：白金温泉色二／ナ｛てよぅ。（5ロ皿エー〆AJ200c）  
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⑦腺よ鶴亀：TLβJ4れ∨ユ0．1か■C  
TH O．r7硯レ‡0．1オセ  

④よ刀邑良庵風：25・c‡20c‘。為永て  
0V：‡0．06）  
ヨ∨：エロ．0？〉  

（絶 息）  
①周波数特 
②虫力色凰温泉トリフト‥－50。c～十60。cに終いて．工30礼∨以内．  
③血刀恵良経略ドリフト：300時間のランエリ・テストサ・て削るドリフト帰  

±＝）れ∨以内。  
＠よ」トうンビータンス  ：／KJユ土20β．  
⑤コントロール／ノヾ）レス直え：÷1ク2．0～5．5〉  

亡0グ0．？～0レ  
⑥コントロトリレノヾルス受lナインヒしダンス：予lケ  1†3KJユ（4．5V）  

ヾ0ク†25n（0．2V）  
⑦出力Å上り時間亙れ：用0／比51ズ下．  
⑧コマントノヾルス亀風：12V三川（叫0戸戸共）  
㊥コマントヾルス乾すインピーダンス：200＿n±JO〆  
㊥凍五色丘：c月」一月  

f  

i  

0．44レ士0、OSレ  
0・中h／士・0・＝／  

2、ううレキ〃．♂∫レ  
2t3ヨレ±仇1v  

C／1L－β  

⑰入刀直見′粕留え：十J2〉‡2β 用れA以下  
ナ 5〉三5〆 r50′九β以下  
一丁2）ヱ2タ£ 50一れ月以下  

⑳外中線作：乳液0町／0戸F（コマント折よる）   
⑮アンサ痛苦：勺  し   

2）親裁白夕吐紅  
①外形寸玖 ＝206J2x－6冒工2x銅±2H  
㊤重   安 ‥1・2K昏ユメ下   
㊥ケース調質：月5β52  
④ケース五島処理‥異色塗Å．  
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疲鹿割 判鼠旦（H K）測え碩古友  

NO  項  目   ‡則 足 組画   ラ割 え 内 患  
0  EP－P   0～－十∃0V   十BUS直．且   
1  ES－－2P  0／、十†5V   十卜2VREG血刀温良   
2  巨S－ 5P  0～十7．5V   十 5V  ク   亀  

3 0へ十50V   十バッテリー温風   

4  工C－P   0′ゝ十2．・6）   入庫直粗丸か藍藻」   汲  
5  工よ－P   ク   パフテリえ色亀湊一   
6  B」トトll   0へ十5V   ／（7テリtフジフフ   

7  〃 －2   つ～十24V   え直之一ド教則   
8  SC卜1－イ  SCM一ナウP愚詠   C」  

？  グ ー2  ケ   S  

10  グ －5  グ   C 
皿  グ ー4  グ   し山  
卜2  ／ －5   0′、十†〉   SCMモ．七夕   Q  
！5  かC－1   0～十3V   月Cモ．一トモニタ   
14  ク ー2   ク   コイル亀丸   

⊂）  

C  

15  巨S一丁2N  0～†5V   一I2VR巨G血刀直見   ∑  
16  C月」－A  ロ．4＿仏∨   H  
t7  ク  ーB  ＃ 員ゴヨレ   K   
J8  BJM‾ヨ   0～十？∨   」EVEL A／B 
J？  RRE   0～十手）   尺ARR M∂ロE卓覿列   
20  SFメ、－HV  0～十50V   鳥軋庭、   
2r  5FX－l   射 泉   ケ  

22  ク ー2   ク   ク   

2う  V5× －l   0～十50仇レ   鳥 居、   P  
24  ク ー2   ケ   ガス丘   し∪  
25  グ ーう   グ   パパノフ■初婚   
26  ク ⊥4   ケ   レへ－ノレ  

D  

27  ツ ー5 ソ   封単車†  〔：）  

28  ツ ー6   ク   ク  2   ∑  
2？  ノ ー7   ソ   ケ  J   

50  ノ ー8   ノ   〟  4   
5†  T」 －l   －40へ十7（〕8c  ぺ一スプレート J   

－「▼  

共   
32  ク ー2   グ  ク  2   嵐  

グ  
楓  

35  ク  ー5  ノ   う  洛  



NO  項  目   テ則 え’阻嘲   汝I貝、り司．昆  
う4  T」 一 斗   －40～十700c′  ベースプレート 4   
35  ク ー5   〃   凍  休、 ⊥   
ち6  グ ー6   ク   SHUNT－ E   
57  ク  ー 7   〃   藤  娘   下   共  
58  ク ー 寄   タ   R月RR c乱5e   
う？  ・グ ー▼？   グ   J36卜1H冨ズー土久乙   血  
田  ク ー10   ク   C卜†R．c虎∴S巳   
†  タ ⊥l†   ノ   400MHg X一己乱エ   楓  
2  グ ー12   タ   C卜1t） c久 
45  ク  エtう   グ   β月TT c已㍑   温   
44  グー ＿J4   ノ   〃  C久5e■   、－－．＿  

45  ツ ー15   ク   CNV  ク   

46  ．グ ⊥16  ク   S戸入 そンワ   
47  ク ー17   ノ   ク   
ち  ク ーJ8   グ   V5X センサ†   P  
？  ク ーl？   ケ   〝  〃  2   u」  

50  ク■ －20   ノ   〃  〟   ヨ   C）  
引  ク ー2†   ノ   〃  ク  4 工  

一HC）5 セ ンサ！  F？  ノ  

J3   ノ   ′  〃 ‾ 2   ∑  
L封  ／ －24  ∵   ロP∈   

55  グ▲‥－25 タ   ロRM   
56  TH 一 寸   土仁5ローC   顔郎／ヾネル   
57  ク ー2   ク   入魂亀軋バネ）レ1   
5g  グ ー‘3   ク   2   

5q  グ ー4   ク   ク  ヨ   
温  

6β  グ ー 5   久   ク  4   磯  
6†  r・－6   ク   カップ■ラ   温  
62  ク ー ア   ク   5HUNT（5EP－MロN工）   
63  ク ー 8   タ   SCMゼ．ンサ   
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5一三 CロR5月－b路軋研ぎ一夕処理彼置（DP）  

東大ヤ膚緩甲 血藤一申  
ノ富i通故六合れ  

1．．絶畢  

⊂OR5月衛星に路嫉1此ていうふ観測扱者′こよフて終日た堰報とぉ年女く  
地上へ信且すろ左ろ′ニ′才篠上】こみりてり≠●一プ典呼子ヰ凛と了3・   

CO R5月衛星り主なβ畠ケ7・ちつス確洩？鹿朴＝云りて∫りナ毅とすヨgりに   

よってノ絶判j法垂“・′；データ某紙れとり宣象f少者とし，可視吟責付（ガてり緒グ火  
仁特級t〔O RS月律子買・ニ連載川てりjデー7レコーダ′。喜び孟Lトみりて．可  
裾巧間た行フ花吟り仁上へ緩嵐チうず石庭孝ヒ号3。ス・病質〔孝客演定ク角  
のテー プ・病質の攻守水蟹のデータ才街冒覧絶の秀′＝〃ヌ可見な∠のZ’ぁヨ・   

こ巫うのデータ幻瑠モカ李良く行々ラた考・ニCO尺5A碑窒㍗けデータ 
蕃（pP：か軋mP′♂亡く55βr）Z蕗試し、ふ観頚燭募り躇砲工丸ヨテ■l一夕皇舟   
戎 Lて、1う。   
カP－一行亭うカ瑠盲犬列す了とンズ丁のよう′こ々3・  

山彦餌・Jlれ長テープ妄ふ絶叫強風オブ針7放って一定の丹ク気∫；脇具し・リア  
ノレタイムデータヒLてテレメータ′ニ且j．イ気息潮音いづ1韓gビ、ソト、い  
レーム‘十緒．丁ケナフし－ム」；ヰフレームヒ存フてみク．ビ・ソトし－いr   
∫′46圧ット／ヤて・あ3こ 
卜定めヴれてり∋・  

∽・年後巧打射畑・■嵐判ミ机たデータ王ふ鹿利碍各が夕空け取って一定り形式   
ド鴻乳し・レコーり■一夕とLてコマントミ上フて沌定ミれた吟青卜喜巳館叶  
間ヒ払フてデータレコーダー＝さ亡葬チj・危且斉ク禿けリア′レタイ4≠－－クと  

呵し■z■●あち〆・ビットレートり（；g jヒニッ1／財（リアノレアイqデータウ   

l／ぎのレーりで・あ3。  
このレコード■データげ可視吟柳二虐フ∈巧′＝卑生ユ蛮∴フーレイ′ぐソフテ■◆一  

プヒLて†0，？フラビット／杉句ビ、ソトし－ト㍗データしコーダかブ連頼  

子レノメ 

刷′ 封嚇餅悍一トけPCモードヒPリモートがあり、リアノレタナヘテ’■一夕とレ  
コード≠■一夕とが琴ド伺じモード′ニ在フてり苫。Pcモード′了メ濁り工承ノレ   
キー⑤卑・PHモー…メ彼の媚度申同音虹の胞g巨こ適したデータ形式ヒろ「  
ていう。 恥キャリブいショノの申「咋－；Pりモード・こ春フて㌧1ち。  
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糾ノC O尺S月産戦機凰（＝占．γズ左ノ ∫月J′8P）り如作り馬．－1御・A   
眼J…。教ウコマンド7tしけ十分甘りて・4紹ウコマニ／卜i4ケり戎億て－   
一連っ動作！規定しーこPlコマンドが級けj劇てわリノ ニウコマンドウ   
韓絶と各増乳へク楕連‘8Pが如寺っ丁、－さ。  

くりノニウ化ふ横風り如作に一也普甘タイミノブ′ヾルスーd8Pガ▼横路し丁あ、リノ  
8Pりクロックレートウ洲叉∂、吉崎聞へり凍甘か■各局に堪鹿う。   

かP 
皮〆レコードデータ。布法号と再開っ闇イ愚老iと′ゎて泉†・こ示す。  

泉†，データイ毒遺骨と時間り関強  

デ ー  
イえ迫内聞  

タ 順 逆 豊  
t）7Iレタイムデータ   Lコートデ’一夕   

β．Jβj  り秒   
／、イざJ  ク   †語   1ビット   

／∴7／ク  ク   ざ ウ   一 語   

¢j，？5β  ク   ／フレー4   ♂ 。   

β．7J∂   タ   β ，ク   JフL一斗   

／、占  妙   ／d ク   2  ッ   

∂．ク  ク   ノ ウデフし－ム β ，   

4β．∂  ぎ  ゥ   ナ ウデフいA   

6、4  64  9   ∂  ケ   

／ク．β  ／？∂  ヶ   ／∂  ク   

クJ・ざ  ク   ？占∂  ケ   j～   ケ   

j／．2  5／ク  ヶ   64  ク   

7占．ダ   7占β  ヶ   9占  ク   

／♂フ．4  ／♂タメ  ク   ／～∂  ケ   

／占♂・♂  ／6∂β ク   ？♂♂   

る1る   



Z，主事濱元  

Z．】ノ ビットレート   

（り，リアノレデータ   

（2）．プレイハ、ヅフヂー9  

（3）．レコードデータ   

Z．Z，ビ・7ト数／ワード  
各データ共通   

Z．3．ワード教／フし－ム  
各データ東通   

2．4．フレーム数／サブフし一人  
各データ宋温   

Z．5一連席フォーマット   

（りリアルデータ  
割当丁昭一1，回一Z・こ亨5。  

（d）．ワードWo，Ⅳ／（何舶コード）  

5ノ461日PS  5P卜1符号   

18′．q238PS  5PM符号  

占∂j8P5 ▼5Pト1措写  

64  

64  

Fl～βj  
F†～63  
Fo  
To  

Wβ  ／／／β／β／／  

WI  JβJ7／β（7∂亡  
Ⅴβ     00β／β／βク  
VJ  β／／ク／／／／  

（b）．フード∇37（HKデータ  
割当7ほ回－Z－こよ∂。  ／二64ナブコミュテーショソ）  

（C）．ワードW33（共頒データ）  
割当丁は田－Z－＝よう。   

る14   



（d）．ワードV2～8ト34一し63（X繰ブ一夕）  
モード     Z鐘（PCモード，PHモード）回－t如苧、   

（Z）．プレイベツワデータ  
割当は同一3．包一4．同一5によう。   

（町 ワード∇0ノ∇1（何期コード）  
！t10】0リI  
＝＝い＝＝＝＝  

Flへ63     ∇o  
Flへ63     V」  
Fo  W¢  000JO r ロβ  
f o  V†  ロ／／♂JJJ／   

（b）．ワード豆3Z（HKデータ）  
割当7■ま団一4‘こよ∋。（I：64サブコさユテーンヨ＝／）  

rc）．ワード▽33（突通データ）  
別当丁－j回－4によう。  

（叫 ワードWクヘ別，J4へお ＝銀データ）  
モード    Z嬉（PCモード， 
（注ノウード∇dし拙抑：間し71まl（e）頒わよ〆同一5チ照）   

（e）′ ワードV4I，49ノ57（宍鳩データっ一部ノX線データ）  
F‖′～7∫d3′朗  ・V4IノJq，51   HO5データ  
Fzク，54  ・W射一4？J5ワ  5月5≠一夕  
F叩（祀のフL－ムト 机t∫4qバ「  メ繰データ  

詳細割当7・A功一5によう．  
r注′ワードⅤ調州ロ5データノ5月Sデー＝硫乙＝あう）   

Z、6．出力馬首（テレメータインター7ユイス）  

（り．符号形式  

（2）′ レベル  

（3）．出刃インピーダンス   

S P卜1  

ZV三β・2Vp－P（5ク∂皿重荷府）  

∫∂0月ヱ5亡〉皿  

る15   



Z．7 データレ］一夕  

（り レコードタイ人  

rZ）し］－ドナークレート   

β）しコードチータ各号   

くA）t）プロデュースタイム  
「7■レイベ・ソクタイム）  

（5〕リプロデュースデータレート  
rプレイペックデータレート）   

（6）モードチェンジタイム  

仰 O F F    ＞ レコード  

ト6β廿拍   

6∂38iJs／βeC   

6、55レ1Biメ8（Jββズ占∂ズ∂∂3）  

†O M拍  

Jロノ？23Bユ再／3eC  

β．755ec  

2、β5ec  

2，Pざec  

2、05ee  

リフ●ロテユース  （b） O F F   

（C）し］－ド うリプロデュース  

励リプロデュースー→レコード   

（つ）イ こ／ターフエイス   

（瓜）入力ブークレベ′レ  

しO GJ C （）  
L O G T C  「  

（b）出力ブークレぺ′レ  

■ L（〕丘l〔  O  
L OGIC  J  

βへ十 ∂、7‾F  

ナ 5、5～十5．5∇  

0へ十 0、3V  

→ 3、ロ～十 5．jV   

51d  



画一1リア′レデータ且・伯 

PC mod色  

W 几  河川・   彿…   囁n一之  硫”き  硫【．ヰ  ぬ再  Wh◆i  呼ん・7   
0  SYN亡■（〃pE     PC巨L  P〔ヱー」  P亡巨H  匹巨川  亘＝二」  P砧一L   

P⊂5－り  P⊂‘－り  口  托■卜H  p【ワーL  P（き－H  p由一L  PC卜」  P〔主－」’  P亡ヰーH  P亡～．一日       P（7－L   P（才一L       P亡ぎーL  PC‘－L   
2   p亡q－L   PC（卜什   P⊂卜」  PC2－」  PCユーL  PCトH  PC5－」  P山一ト   PCり－L   pcg－L   

P【ワ一日  P叩－L  PC才一H  P⊂8－L   

6  PCト」  P仁王ーL  PC4－」  PCユニH  PC5－H  PCi－り  
HK  4   （画一ヱ1   其止 （画一ヱ）   P亡卜L  PCユー」  ■PCうーH  PC卜り  PG5」L  PC‘－L   

C5－H  P亡ムーり  
5  P亡T－H  拝すL  Pく才－〃  P亡g－L  PCト」  PCユー」  P（ヰーり  P（ユーH  P     PCワーL   P亡者－」       PC5－」  PC‘－」   

6  PC†－L   PC－l－H   P［トL  P〔ユーし  P亡うTL  PC卜H  ・PC5」  P亡‘－」   P⊂7－L   PC才一」   
【オーHl♭ぐトL   l℃ダー〃  F才一L   

■ 7  ♪  匹卜L  P亡ユー」  ■PCヰーL  ・PCヱーH  PCぎー廿  PC（－り  

上下2臥こ雲3絹子鳥【如ワ一ドは．Pいマンド・；よって上下阜何度え雪。  
Pc7．∫．？畑町境とヒPC㌻‘nM頗と斥触之・ミ行う。  

PH仰d亡  

・W n  Win  1和札．I   硫几．ヱ   駒n，さ   W虹亘   1机∴∫   1穐几ナi   Ⅴ－い7   

8  SY机：〔丑M     PHF  PH‘  PHl  P呵  Pりl  PHヰ  PtlI  PHヱ  PH∫  PHi  P呵  PHJ   

l  ‘PlJi  Pトlヰ  P巾  PトIヱ  PHき  Plり  l叫？  P中  PHき  Pト叫  PHI  PHヱ，  PH5  P11i  P呵  pHi   

2  戸再  P叫  PHl  Pけl  打け  Pトl‘  P明  P呵  PI13  ・P、H4  PHl  PHヱ  pん！  PHi  】叫†  PIIJ   

同  打り  PI一寸  PHl  Plイヱ  P115  PHl  卯月  P叫  P巾  P巾  P巾  PH之  PHざ  Pりl  ．P呵  PH8   
HK  

ヰ   （厨一之）  

5  P里  P巾  P呵  印ヱ  PHr  Plt‘  P呵  Pト17  PHJ  Pl川  P＝  Pl†ヱ  P吊ぎ  PIl‘  P叩  PH8   

‘  ア巾・  P巾  PHl  P堤  PHぎ  PI化  P叫  PH7  PI力  P叫  PHi  P〃ヱ  Pト1∫  P舶  P呵  P吊   

7  PHj  PH4  PトII  PIほ  PH∫  PI川  P椚  P叫  P山  PH4  PHl  Pトほ  Plけ  Pl川・  P〃†  PH8   

PC仁 PHl：VXV－1  
PC2，PHヱ：VXい2  ニ晴  
PC）．p＝，：…F－う 準  
PC4．p【ヰ：∨ズP一す  

PC5．PHざ：CトイC－1  
PC‘．PH‘：Cト1C－ヱ  
PC7・PH7：5vC－】  
Pcg．PHさ： SVC一之  

Pc？・PH9： H♪メ  

る17   



阻■2．リアルデータ送信フォーマット（ゼのZ）  

Wj2（H「くデータ，5CMデータ）  
醇  F表札  Fβ几＋イ  Fれ＋～  Fれ＋3  「汁＝  Fi机＋∫  Fβ几十占  Fれ十7   

0  β∪5レ  十7～）  ＋∫∨  8ATV  JC一戸  J8－P  β⊥〝／  β⊥〝2   

ロ  ■5仁／りJ  5C∧イ2  5C〃j  5C〃4  5C〃5  AC－ r  ，∧C－2  －／2V   

～  CA∠A  Cノl」β  β∠〃j  斤A尺斤  丁スHレ／  5Fズ7  5FX～  佑引＝   

3  レ5ズ～  〉5Xj  V5ズ4  V5X5  V5X6’  レ．3‘ス7  V5永∂  5CP5   
4  βASナ  βA52  βAS3  丁／」斤U  5HU亡  丁〃仔∠  斤A月々  丁〃スレ   

与  C〃尺  丁〃スU  C〃P  βATC  ∂－ATT・  C∧／レ  戸XT  5Fズ2   

6  V5Xl  レ5ズど  レ5X5  ∨∫メ4  〃∂5イ  〃∂5～  ・βP′  ロ尺〃   

7  r∂p  jCP′  5CP～  5CPj  5CP4  C∂u一戸  5HU斤  JC〃   
データレコーダ王記飼ヤ欄周一の日代項目至∂回轢り逸し送信す5。従って  
全項目逆ノ信に【J85Fき草すう。（Fβ9ノβ／／は5C〃デ「タ）  

町ヲj （共通データ）   

F ≠  F8笹  F8耽＋†  F8几十2   F8几十j  F紬＋ヰ  Fβ侃＋5  毎晩＋占  毎乱＋7   

0  rJ〃と77  汀〃ど～†  A年C  看 U 恕  βP∫β一′  βPJβ－2  （Fヱ■X）  rFJX）  イFヱX）   

ロ  Cノqβ  Pヱイ朋  PJ一〟8   〃OS／β  招待‖  〃βS／～  〃ク5／3  〃05／4   

？  7了〃Fだ  打〃E〝  A年C  ミ Q l山  5月S70  5AS′†  5月S／～  5やS／3  5月S揮   

j  CAβ  PノーCノ1β  PJ－CA8   〃052’0  〃ロ∂2イ  HO3 

4  フ7〃F／j  7了〃FZヲ  月庁C  亨 円 山  ∂PJ■β－ナ  ロPJβ一、～  （Fヱ×）  rFヱX）  （FヱX）   
5  CAB  PJ－CA8  腎－Cノ18   〃053（）  〃05 

6  †J碓材  〃〃亡～4  A年C  古 配 巴  5／15Zり  5月5Z〉す  5月S22  5月SZ’3  5月5ヱ鞘   

7  C月β  円■－C月β  Pト甜β   〃0540  〟β∫4J  〃ロS4？  〃βS∠プラ  〃0544   

三‖8   



画一3 ルイバックデータ逮桔フォーマッりぞり1）   

PCけl卯k 

Ⅴ れ．  Ⅵn   Viいl   「隋n†ヱ  Ⅵ〃十ユ  ⅥM十ヰ  1両M◆∫  Ⅶ町占  ‾隅M十7   
0  SYNC’CO 

Cぎ→H  ，PC古－H  
卜  匹7－H  PC7－L  P⊂さ・月  P亡g－L  PClTL  P〔章一L  PCヰ一日  P（2二H  P     Pc′7－L   P⊂ぎー」       PC5■－」  PC‘－」   

2  PCq－L   PC（卜H   PC．1一」  PCユー」  PC3－L  PC巨【  pcs－」  PCい」   PCワー」   P亡g－」   
P〔ぎーH  P〔占一日  3  P亡ワーり  匪7－」  Pc才一H  タ⊂才一L  PCl－」  ．P〔ユー」  P〔4－L  P〔ユーH       P⊂7－」   P亡g－L       PC5－」  P亡‘－L   

HK  4   （厨－41    （歴1－4l   PCl－L  PCユー」  P⊂｝－【  PC卜H  P⊂ち一L  P亡‘－L   
pc∫－H  PC‘－H  5  れ7－け  匹ワー」  H（〉5．SA5 御机屈－5）   PCl－L  P〔ユーL  PCヰーH  P〔ユーH  ■      P⊂ワーL         PC∫－L  PC占－」   

6  P⊂？－L   H¢S．5月5 如＝呵－j）   P〔I－」  PCユー」  PCき一」  PC仁H  P亡∫－」  、p（‘一L   Pcり－L   
PCど一H  P砧一日  7  匹ワー【  Pり－L  H（）S．5Jl～ 貴明（画一5）   P〔．卜」   P〔ユー‘」  P〔ヰー」  PCユーH       P亡り－L         PC∫－」  Pこ‘－」   

上下2軋■こ零さ佗子息の射ワ一ド吼PJコマンドJ三よTT上下い刀領主3．  
Pcヮ．g．9のユ刀領土ヒ PCタ，（のユ刀頻とは紙立・こ行ラ・  

PH n仲如  

1で  Ⅶ晶   ，1巧れ十l   ‾Win十王   ‾Wれり   ‾1酌…4   Ⅶn15   Ⅶ＝‘   間冊7   
0  ■SYN〔 C抽E     PH5  PH‘  PHq  Pl巾  印■さ  P叫  P机  如z  叩S  ．PH‘  印i  PHさ   

口  PH∋  P叫  P勘  P【2  FH5  P山  PHl  PHT  即り  P叫  P【†  PH～  Pl持  PH‘  P叫  PHg   

2  PH5  P叫  P巾  PHj  PHF  PH‘  PHq  PHT  P巾  P叫  PHI  P鱒  Plけ・  PH‘  P呵  PH管   

5  PH】  P由  PHI  PHヱ  PH5  PH‘  P里  PH7  PIり  Pトlヰ  PH一  ・PHヱ  PH∫  P【i  PHl  PH冒   

H ．4  ． 
H15．5／15  

∫  Pり，  P叫   芙剛圧卜り   P鵬  PH‘  P叫  叩7  PH）  P叫  Pり†  PHヱ  PHぎ  PH‘  P叫  P廿ざ   
HOS．5月5  

占  PIり  P叫   某剛針カ   PHぎ  PH‘  P呵  PH7  PHj  P叫  PHl  P山  PHF  PH‘  PH7  P【8   

田  PH■ヲ  P呵  H05．S／15 算仔＝画一5）   P晦  函‘  P叫  Plり  P「】i  PIJヰ  PHl  Pりヱ  PHヲ  PI柑  p｛J  PHg   
PC†．PHJ二 ∨バレー1  
PC2．PH2：VXV－2   J蝶  

p⊂j．PHj：VXP－う  平  
PC4．PH4：）×P一斗  

PC∫・PH5‾：CMトJ  
PC‘・PH‘：CM〔－2  
P亡7・PH7  

P〔g・PHg  

5VC－I  
5レC－2  

PL7・PJ月： H壬〉メ   

る19  



図T4一フしイバップデー‘夕止信フォーラット（学の2）  

町jZ （〃什データ，5C〃データ）   

F ／Tt  戸β兄  F∂孔＋イ  Fお花＋Z  F占兄十3  F∂克＋4  Fβ彷＋5  物＋6  鳥肌十7   

0  βU∂∨  十／～レ  ＋∫∨  ∂ATレ  JC一戸  エロ－P  8∠〃す  β∠〃Z   

ロ  5C〃イ  5C〃2  5C〃j  5C〃4  SC〃5  月と－イ  AC－2  －72，）   

Z  CA∠＿A  C月⊥β  β∠〝5  斤A斤斤  γ直川  SF）（ナ  5Fメ～  レ3Xイ   

ヨ  レ3X2  レSズ3  レSス4  レSズ5  V3ズ6  V5X7  V3X8  5CP5   

4  8ノq3す  β月5～  β月S5  γ〃斤U  5〃U亡■  7〃斤∠  尺A尺尺  丁／Yス∨   

5  C〃仔  r／リスU  C〃D  β月TC  ∂A 

6  レ5X7  レ5X2  レSズj  V5X4  〃05す  〃∂ざ2  かP  D只〃   
7  丁∂p  5CPイ  5CP2〉  5CPヨ  5CP4  COUP  5〃U尺  5C〃   

（Fβ′9．〟．／／／♂S C〝データ）  

W55 （黄濁データ）  

1注  Fβ侃  F盲れ十／  F∂外‘十2   毎晩＋∂  白帆＋4  毎晩＋5  毎苑＋占  局帆＋ワ   

0  汀〝∈／／  7了〝f～J  β今C  看 b 駄  β打β一J  DPJβ－2  r戸上メ）  （FJメ）  （戸上ズ）   

ロ  CAβ  PJ－Cノ昭  PJ－C祁   〃βS化  〟β5揮  〔FJズ）  （Fユズ）  （Fヱ‘ズ）   

Z  〃／『／～  7了碓ガ  月争C  名 U 鼠  （FJメ）  （Fヱ‘X）  （Fエス）  5月5／β  5月S掲   

5  C′q8  Pヱ■－Cパβ  P∫－C月8   〃∂S∠り  〟ク∫∂4  （Fエス）  （Fヱズ）  rFユズ）   

4  7J〃ど／j  77〃ど乃  A庁C  亭 lJ 山  かPヱβ－′  DP∫か－～  rFヱ■ズ）  （Fヱズ）  （Fヱズ）   

5  CAβ  P才一〃β  打－C月β   〟β5∂0  〃βエヲ4  （Fヱズ）  （Frズ）  （FJズ）   

占  〃〃g稗  7丁仰」弾  月号C  言 u 邑  （FJズ）  （Fヱズ）  （Fヱメ）  ∫月S～0  錮524   

7  ．CAβ  P才一C／旧  P才一C／18   〃ロ5ヰ0  〃ロ∂44  （Fエバ）  〔Fユ‘ズ）  rFヱス）   

る2D   



画一5．70レイハ、ップチ」ヲ旦信フォーマヅト（ブの3）  

PC・机Ode のW 

W Wく‖  町49  ■Ⅵ桔7  （Ⅵ7jう）   

F‖．．（F．′2） 〃∂∫の．  〝∂∂／／  ．／イββ／～■  〝ロゼ／j  〟β∂／4   

F～7，（F 〟∂乱打  〟β∂2†  ／イ0占～2  ／／ロ5～3  〟∂β2可   

Fヰ∂  rF血）   〟βざJO  〟β∫∂†  ，万ββ、ヲ2  〟β∫jう  〟β5℃吋   

F男一 （F占0〕   〟054β  〃054†  〃0∂∠2  〟ク∫〃5  〃∂5V4   

F～2 ■〔Fzう）   ∫月∂の・  ∂月5ナ了  占月∫′～  ∂パざ／J  ざ月ざ／〃   

F54 （F5■5）   3ノqSZO  ∫月J～了  5月S？2  5ノqS2う  5AS2埠   

Fル（イ也の7L一ム）  周一41；胡  揮F一可β亡∂－∠  PCクー／ノ  P（コト〃l揮∂－∠  成一4に才る    PCβ－エ  タC∂一乙  一戸Cβ一エ   

PH肌Od亡 のW4r．イ9．∫7  

訂  W4イ  町49   ．Ⅵr57   （Ⅴ∫う）   

F‖（F†2）   〟β5／り  〃βざ／′   〟∂5／Z   〝βざβ   ／ノβ5／ヰ   

F～7（F28）   〟052（フ  〟β5～†   ／イクざ～2   ／′∂5フ∂■   〝0∂24   

Fヰヨ ぐ・F一書） 〟05Jβ  〟β∂jす．   〃β∫j～   〟0β∋う   〃05（昇   

F∫9（Fβ0）   〃ロ∂ヰ8  〃0∂4丁   〃OSヰ2   〟∂∂43   〟05ヰ4   

F～2 （F～5）   5月5／β  5ノl∫J†   5月SJ～  
▲ ＼，．  

F5ヰ（F5ち）   5A52ロ  5Aざ～1   ▼‾‾‾－一一－■・－－■． 5月S～2   ＼5月S乃，   ・JA∂一弾   

F几（1セのフし－ム）   筐ト4I＝古う  PHl  PH2  PHl  PH2  PHl  PH2  固－4に才る   

る21   



3，データ欠り璽  

ふ仁8Pコマソト項目  

団二占 DPコマソ「噸自  

月8  仁 ズ   項  目   制 御 内．容   
＝  PC － ローN   ／＼○ルスカウノトモードとすう   

ケ  PH－ON   ノヾブレスノ 

ウ  j  REPF？Ot）UCE－ON   し］－ドデータ士風生すう  
ウ  、4   ク   

り  斤．∫T／］－ON   記頗聞柏時刻 月いき．ぎ別   
ク  2   R5、T8－0トJ   ク  8（Z・∫．6分）   

ク  J   斤∫TC－ON   〃  C（5／、2分）   
ク  〃   尺∫Tt）－ON   ウ（払∂分）   

／A  斤丁／l－ON   託頗時間   月（乃、∂分）   
ク  斤Tβ－∂N   8（5／・2分J   

C（7占．♂分）   
PJも、よひいOPりズ銀部皇帝電モード・ごすう   

ケ  ク節電生餌卵う   
ケ  C月」－－－CⅧ   キャリフ、、し－シ，ノ   

タ  ／j   ‖車＝‾川⊥－ 5亡丁   鹿風刺の初期設定色行う   
∂  ／β   PユC〃 PJコアノト スクート   
ク  P上Cトイ ーーーH（り   ー1ク   

ク  ／2   PユCトイーL（β）   ，  さ0タ  

Jj   PJCM －－5－【丁   て、ゾト   
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3．Z，Plコマンド項目  

Plコマγド甘二各Plの如作圭制御すうーこわ・機器満足4ビット   
動作指定∂ビットウ■tケも〃ベタ十ン．吾川上0、5旦席すも。   
8PIJこ新書コマン’ドデコーダーよっ受サ丁′ レジ・スターに帆風すう。   
各PIには，P 
Pエコ7ノドゥ内容はリアル虐げレコーードデ「タ¢Pユー・C月8りワード  
と使夙17アンサーバツ 

P＿ー－C・月8吉堀－7に示す。 PI］7ンド項目寧回一打にふす。  

同一7． PI－▼C月B  

フレムフード   F／占れ十q・町扇   

ビット 0 2  j  4＝・  ∴j－  ・♂  ■7   

碑∴斗・・  マット ヰユ・リブ  ／／1  ／  ／1   磯風瀧‘吏  

フレんウード   下J釦十Jd・Wお   

ビら－ト  二0  ロ  2  3  4  5∴  6．  7 
頒、．目   如イ牢指定＿   

メ頁 之姐碑級   内 象‥   

巨ⅠCM⊥郎十ユ 
セ 

0   PTCトト5丁月巧丁   

β∂♂β  
適温埼早  li 同一g本腰   

／／／／  

ク♂♂♂（ガ  

動作才忘尺  J  同一ぎ冬照   
／／／／／／／／  

る2る   



同一8   pノブマンド頭目  

ノ穐 者．j旨．史． 動   作 発 足   
PfVJ〔E  取麻  O l  2l 3  ヰI F   占 l ワ  

H佑」1 LEソE」   HV一之  しEVE」  

ロβ∂∂  VSX－H〉  
姓⊥吐）0†ニヱ 川：きIlこ牛   00二l（L）8l：ヱ 川∴5Ⅰト¢  

βββ／  Vズ∨－I  ‘G 月JN   」8町亡R  pJざ⊂   UPPER DIS⊂   q月5 F尺∈55     0くl：l（」）○トユ   且址ロー：2・   0（フ：lrり01：i   00り（L）01：2     川：3 、山   ＝）：3  t†：4   10：3 」」⊥仝   JO  
年月JN   LoⅣER £）】SC   UPPFR ♪J5亡   ¢月～ PR仁SS  ββJβ  VバV－2                   ∂8＝i（L）．ロ1ニ2   且址ノロ†：2   0¢：＝り 01ニヱ   0（）：J（りク†：ヱ     ＝＝ヨ ⊥ 

．」i   tβ：∋ 1†：4   川：3 ⊥ム＿A  lク  

G月IN  Lo〟E尺 紗JSC   UPP戸尺 別5C   各月S PRES5  
VXE                                                                                                                                                                   ロ♂／／  VXP－3                   00ニ1往）0卜2   旦建0†：Z   d8：J【り0巨Z   00：I叫8†ニZ     川：3  

＿＿リム」   ＝＝〕†lニ4   J8ニヨ ⊥⊥旦   ＝コこ3 ⊥L呈＿  
Gノql〃   」ク〟ER 董〉ISG   UPP仁R 王〉†5C   G′月5 PR£Sj  

ロ／0β  VXP一年                   00り（り OI：2   且山口t：Z   Dβり叫OI：2   0ロご＝L）8t：ヱ     ＝〉：う ⊥じi   r（）二3 亨丁：4   ＝）：；    18  

⊥LA  

M一別S〔  
08；′YV－1¢l丹nり  

0／β／   LEレEL   
∨一 2  ∨スP－3   「 ∨ズP－ヰ l  ロ／／0  GAS  0  VXV－I   ∨ズ             ∧βS，P 印躍Tr師   A8s・P  モ的柁T†肝－  A白S・P  関戸t叶凸Fr  ∧BS・P   S∧T巨¶¢【F    Cc肘¶軋／  且旦Lヱ退避L鄭   組ニヱ  血  旦互Lヱ  岨」山  R∈L・P   三8正江＿建  

VXV一 ヱ  ∨入P→三  ＞入P－4  

β／／／  lNPUT  ク  ＞ズ∨ －J               FPクルー  A～Tlα∨   FROりT 且EA且  廻皿」塑  盲Ro～Tl 址  4ルTloN  下RoNT   A～T10N    〔0灯R軋J  址 仙TlorF    ANTlO下F   ∧～TIクFF  且且djL   AわTl膵－   

！飢川  S弊px  HレーヨLEレ亡」   Hレl－4 L∈レと」   Hリーざ しEレ仁L   HリーRMC        8βこl（」）（‖∵2   08こl（L）ol：2   00：†【L） oIこヱ   （〕 Do…       Hレ  r（）：う 11二4   川ごう  Il：牛   川：さ  tl；4   l oFF  

9tS⊂  LEV亡」  8  仙川 紆巳仰  Sウ／E〃p   ⊂Ll）C〝  JOO7  S／15        A               001二l，古V O†○：事．0V    0：OFF  0こ OFF  I：ON  Iこ∈NO   lごqul⊂什     川8：iOア 000：ウ 
．dγ    ユ⊥＿全旦  J⊥止旦  止⊥＿吐E  旦⊥旦nエ   且ニ＿旦出  

丘月IN －†   年月IN2  M‖〉 plSC椚   ANT†  J〟・5仁し  

相川  〔HS                      吐⊥盟10：Xう   †：Yl  8I：l（巾 ⊥皿」上   ∝OFF  lごF〃（－J  
G月IN－1   q勅N2  MID む15C引   月〃TI  JN．5EL  

Tl‰  
rOll  亡H6                     出10二∫う   †∴＝  01：＝吋   ○：01F  I：FMr－2        一日Y†00  ズIl  0：X†  l†：，（叫00 

．10   1：ON  上皿  
年月】N－    年月J〃～  Mlp pISCRl   A〃TT  JN．5EL   OUT．5∈L  

＝㈹  〔H7                        Yj  仁Xl  ロトt（叩」且」ゝ   ○二 OFF  t．てM仁一I   l：FM仁一     lトj DO  人】l  βt 
り     ・X†  】I：，（H）00；10   」⊥且坐  山笠土   且⊥＿＿〔且エ  

¢イ＝N －    与月／〃ヱ  M沌 p15C々l   月NTl  JN；S∈」   81JT，5E」  
l【Ol  CHβ                         ∫タ  ト」り  OI：1（叫．処   0ご 8FF  †：r〃ぐ・ヱ   1二FM亡～     †トズ100ニ人‖   D：X？  1†ニラ（H）00；10   」⊥ 

＿＿⊇旦  且L呈出   ⊥Jこ出  
月】N－ ¢月川ヱ  M用 飢S⊂剛   ANTt  RMこ りtS亡Rl  11川  C老。  6†                 0ト招」史坦   I．ズ1  ○トt（L）週⊥ロ   βニ ¢FF  00二l（リ Olニヱ     1トメ100：Xイ   且 

＿三」且  11；j（H）00ミ10   1：ON  18：ヨ  tl：叫H）  
月IN－ ノq／〃～   ♪JSC糾   ANT】  DP PC M8D∈  

○トXq】0：り   トX⊥  0トI州 ⊥≦」上   ○：OFF  】二P亡・71し   1こP⊂－～■ふし  
＝11  C㍑  61   G  仙D                                ！「り‖ co；メtl   クエよ9  †1：j（州）00；10   1：oN  ＝（・沈†   クニp〔・エ川   

「r 日直7川L5亡丁  
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趣巨垂とぅ二謹呈享亘丘 ■  
． 

‾‾吏亨を如．三‾わ亘すラニ車≠吏亘妄う二遵奉’ウ■甘衛間線中計新一」  
‾■     ‾‾‾丁   「 －‾‾▼‾‾’         ‾－－▲ ・■－ 一 ・＿－・＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿ －＿ ＿．「－－ 

．．＿ β担竺ブt．＿阜．く些j今ノ．＿．負担．尊．ブこ卑くざぜ垂ユ．空空阜メェ生！＿←〔些旦－＿＿＿  
■‾ 亘卿亨、さ有季車動∴互譲妻重さ．頭重テを享享玉子亘二重牽キ‾【 

ら車重＿衰≠を概l亘吏亘．奉車軸車亘草額車重  
‾ ‾‾■－   L  ■‾＝－ ‾ 一一ニーーーて－」＝一 一 ←－－－－一－  －－－－＝－・－一－一・1＿．ト＿，1¶÷1‥T，＿．「＿．＿．．．．＿＿＿ ＿＿． ／旦ち畳全＿ク月旦軍属ユニ塵隼J＿略史阜凰！旦て＿L＿庭径  d

叩
 
 

オ
 
 ‾  

二越わ二寧二轡与野頂亘亘鍵亨三重 
∴二套二重革±肇控亘逐草垂些鱒．亘寧埜車重草鞋車±   

＝－ト   1 丁  ▲     ・－－・・・・・・  ■ －・ ・      一－＿＿ ▼⊥ ，，．＿     ＿＿＿  

t行ヰういILち，【Ⅳも  

二重垂酎垂範額硬更亘二！せ拝礼－！声丁‾ざ耳 
‾  －－    ーー 

■‾  ＿  
～‾’‾「… 

1掲有言す■コ行中頓巨卵軒牒J！疹間ウレコームー〒ニア卑呈か厨柏  

之叫再生か終了了ちとデータレ亘ニ才一せ吟ヰして／てれiチ薇叩TIAL二  

S阜†車享＿ト温両吏中計亘卵力二をニケ≠ス＿㊨針巧亮 

包材i二 



ー ■ －・・－・－－－－－‥－一一一・－一一－－・一一一－一一・・・・－  －－一  二±  

㌔；．．や三．ヱ“分 β．・斗2分．cユ搾・旨々 ／  
ヰイ：R6P－ムん’てこ彿舶絶えセ朽う，元瘍烏のサ  
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蟻＝叶小皿り・しモード  

チニ＿声＿し？∴アニ▼昼ざ字∈∴クリ′′鱒′伽釦ご2二∂わ二▼如二砺巧す斥‾‾  

－一，之‘中型．申それ’‾レユニー■牟タ‾み絶後両室とう観官と扁’弼■盲番号うT「‾‾                    ■  ■‾‾▲  －－－－－－■ 一一一一一 一－、■－－－－－－－▼■■一m■一一－－－● ▼－－■－ －一一■■一■－－一一▼－－－一■ －一∵－一一・■一－－一－▲一－■－－一一－・∴－－■一  

■ 
i♪与一ドの強者i；正面∂如とさ二元了わ下；再盲〒す盲宵壷－‖iiい■‾‾ －－一一丁一－一－－     －－▲・■・・・ ：  

ニニ‾＝T－■∵r＿‾二rご▲二二‾■■’‘‾二 ‖‾－－・－ －一一一－－∵－ －一 一－－・－－・一一－  L         研鱒亘れ．釦亘施政一之昇呈か終了†ちヒデータレコーダけ胞引郎＝1  

尺をCo紺モードJz窄ち。  

∂P丹ヱのモードて－も工〃IT用ぃS百丁7はβ印削釦托一州コ7ンr   

liわ初勤級軍，阜≠弓’卑、1′丈・テ㌧アL土二㌢ケ申年 

カ転注郎毎‾軒軒匿＝二 

－ －  ‾ ‾ －  ‾ ‥‾‖   
（之）ズ慢却動作 ‥＿∴  

ヌ後車転げラ鱒二軒干す締車庫≠亘戸戸▲‘吏帯革頭車重ざ吏亘亘干草告  
－一一一一一－－一－－－・－－－－ 

モ小「絢一示うi【ilこ一∫；・・iリ棚え雉3∴ 

海紆直納街1厄‾ilこ  

号ヰ車一ドて－ねテナル示す■の‾如れ1両面正モードトムホわち曾－．  
乾蛸頻り屯が土机†1示二百妄fヌ前面如由一とiニ∂‘扁了行戸直行す㌻‾、  
／享爾僧「亘二亘ナら≠三愛草薙車喪掛亘ヰニ申すネ輿如二 

碑和すす車離肇郎呈阜虹牲聖－一鱒鱒すう？ …一・－－  

眉車チのズ⑯1，アヰ≠㌻ざ，す二1十¢＿亘二子十¢．ウニヰ＿．申車掌’函亘亘亘ニ  
ヒ等言．  
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（由二▲繕彿車重一章「戸  

÷．享＿…？㌔二王耳■「牲．叫早せ隼‾．，＿ざざてノアレ圭一射で．．子，∵チレ＿ユニ㌣＿？．．．申年  
…＿＿＿＿＿＿＿＿■＿＿＿”  

‾二二二‾，二幸耳か折すここや戸ふ亘串新車埠裏戸f．亘諺埠か凍始動h左字■i七布ち  
享＿∋＿！！．．や巳．rヲ†：」申し艶j．き？．．▼  

＿＿．＿．＿■．．川  

－・－ ′－・‥・－－－▲－－－・－一－・＋ －－・一＝・－＋－－－●－・－－－一・▼一一＋・－－・－－・－－′L－－－・1－－一＋・  

笹    ＿旦す 
．＿． 

如卑コマレト∵  
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3，4ノDPJ王）  

DPわよがイセり磯風り季加乍戒態とモニターすうーこりFJ2れⅠ3，32¶＋4・V557小  
O PIロ差渡席すう。（包－jノ 4ネ．嬉）  

OPT Dゥ各ビットっ恵味と回－11ノ囲－12に示巨  

回－11 8Pl‡トl（FjZ¶十∂・Wjj）  

ビットo  213l4 い ∂ い   
頒可三宝慧‡警雪  誓㌶？鵬β！記頗開梱l紀脾時間  

項  目   Z剋盾級   内  容   

R［月L   β   

リアノレタイムデータ   
しコーいデータ   

∂   ノヾノレス刀フントモード  
データメ旦メ男モード  

／   ／ヾノレスハイトモード   

PC7・∂・？H冗   
β  

i臥3柑   
ロ  

0  P“・6 Hk  ）飢3讐   

∂ク  詑錬開始埼針 月（／？、ぎ分）  
D／   詑僚閉鯖  8（ク5，∂分）  
／ ，  C・r5／■ク甘）  

／／   8r7∂、∂分）   

β β  言己摩周閏  月（25・∂分J  
∂／   盲乙づ疫痢間  

′′  β（5／・2介ノ  

／∂   〝  C（ク∂・∂分）  

／／   望チ   

5る0   



回J2．DPIロー2（T8川十4・Wわ）  

ビ・ソ■ト  0   2  4   5  6   7   
坤き判吋  
∂NoF十   

項 目   2温鳩車軋   内 各   
β   リアルタイムデータ  

R三簑㍍R甘  し］－ドナータ   

ラシi－ショノモニター  
∂   オフ  

フラッグ   ／   オン   

帝温和鱒 ∂   節魯トド常緑中   
ク〃／／七戸声  ／   好色仁一ドヤ  

メ武象郡  ∂  8Pノ冊泉阻後部ノ差綿P】oY、♂FF   
ON／ロFF   ヶ  ∂すON   

∂   ナ」タLコーダ8、（M州U月Lモート  DR仙丁β笈 
「  月UTクモー ド   

0ク  

OR ∫丁′qTUJ  
／ データレコーダー、一記眈ヰ  

ク／  データL］－ダ√摺止中   ・シ   － β     ／／  カ▼卑生中   

キふりフ●しニショノ中  
Cノq」－βN   

β   ク  以外   

るる1   



3－5JX絹デー9処姥  

X頗PIよリPC（）ヾJVスカウンり′PH（／f）レス／＼イト）2iiっ  
データ去針ブて組子要すう．席写名耕、センサー名水t渚絶域息つ  
対局と画一／3 に示す．  

回－J3′信号、センワ一 緒絶域賂っ対応  

イ言写名称   てンつ一．名称   蒋頗瑠恭一   
PCl′ PHl   ）Xレー／   レズ仁   
PC2 ノ PH2   ク  ー？   

PC、ヨ．PH3   レ〝P －5   
PC4．，PH4   ウ  ー4  

PC5，PH5   C〃β－／棉準   丁メ 亡   
PC占】PH∂   ク  ー2 ク   り   

PC7．PH7   ∫レC－／ 〟   

PC 8 , P H D ∫ レC －2 〃   ，   

PC？，PH？   再8X   ク   

PCデータl川＝㍑〆），1「∠蝕）～細りイ言号音食け．子如子・㌦り  
バノレス数をカウントl・速席タイミンデーこ合一tて送＿う．リセットlま  
し㌢l－。チータレコーダ′こIJ著さ込みタイミノブ埼ウノトレス数モ  
干つまま者さ史む．   

PHデータ′JPHノ PEいヾノレスイベ、ノりZ婚り席胃宣安け一 PEが  
HJ〆′こも・フ了．、う閉っPHウノヾ′レス教をZ土壁4ピッい、表わしノ姐信  
タイさンブ・こ合セT主星∋。データレコーダー・こほ′暮さ弘キクイミンク  

直前ウノリアルタイムデータ王者さ温し．  

るる2   



典男里モードLiP C．P Hり2柏とし∴送イ言′言己僚フォーマットは  
2．Jに示し たとうりとすも。  

キャリプレ一ソヨイ車は．P【モードと・し・γり後・言方クモード  
にるどう．   

3一年′∫月∫（太郎雛†）データ  

リアルタイム了小ほ速塙タイミングに各モて∂月∫い）衷ゴ椚うNFZ  
シリアルデータ苫プゥ古ま裾野込神速楷す匂。  
データレコーダーlこIJ，丁岬りF～～′F玖■こ舶当す5F也〟り下融で  
速づオ＝こ各J帆＝巨ヂ椚ヤー牲†郎建ウF～ク・〟Jj′勅4ウノ∫7′，F？い〟8∂もこよか■  
r∫4・肋ヨノれ49一方7′F55・栂．に書チ革む。（～．∫ プレイパ、ゾク腰痛  
フォーマット令照）   

3，1，HO5（水平線センサー）テープ  

リアルタイムγゝlj払桔タイモノゲlこ合tTHロ5よl）温づ由うNRヱ  
シリアルチータ盲ヤゥまま魂サ塗ノギ温結すう。  
データレコーダーにほ∴ 丁岬のア′細十′Jに舶当すうR必♂り妙 で  
迷っ朗「こÅ古〟せ，子弟でポT叫鋸’りF′♂れ十J卜情3ノ射．イヴノ即ノ  
F／錮用・肋Jに書き込し．   

（2、Jプレイ／（ック迷イ言フォー～、ソト牟璧）   

3．∂ 占CM（太暢電沌計測）データ  

リアルタイムでほ速イ言タイさノブに合でTJCMよっ隠州うN．Rヌ  
シ・＝7ルデータをテクまま或姐鞍廷付する・  
ず一夕レ］一夕に盲己蓼ヤ軋5CMテー一夕はT久P8・つn4¶eに合⊂7  
邑ゴ椚5．凍っ丁ヤゥ際リア′レザータI古河一項目がぎ回イっ繰ソ連l  
送信ごれう  
r HKラータヰのぶCM／ヘイゥデータ）  
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j，q」HK い＼ウスキーピノブ）ブ一夕 

了アロブ入力≠一夕圭デジタ′レ∂ビ；トこ史凍l延庵すう・．  
データし 

建川う。炎フ丁′ 7ウ膚リア′レタイムデータほ珂二頒日がぎ回づっ  
繰り賂l迷布ご射う  

（5cM， 

jノーO．TIMEJ（由げ一夕り  

8P内スケーラーつ／2∂∫アイ／～．β分間期）へ／∂Jお45F  
（約Z7．j時間同期）僑号壬建席．詑銀すう。   

3．J†，TIME2（靖射手一夕2）  

8P内スケーラ？3ZF（jsec同期ト6“F絹・4鯛期）  
イ書写皇速イ吉．盲己鰊すう。  
TIME L，Tl卜1E2はF？E PROouC E－ONノINITIAL－  
ぶ巨Tコマンドi・、久彪Jβ’・と㌢う．   

3」I2．月GCデータ  

コアンド受用應ク月丘C電圧人力をずノジタ′レ7ビットに長廃l、  
漣席．言乙嫁すう．   

j．J3 ′8EC一口村ダーク 

コマンドすコーダーONTt－●1少を延イ官，詑魔．ロFFr■ロケと払信、  
言己腺すう．  
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3′14J．Cノq8（コ7ンドアソづ－バップ）ブ一夕  

コマソトゥアーシトバブフをコマンドデコートより・針ナニ月CT  
信号丁■レジスターに墟サ込才一適用，言己嫁すぅて  

3－15′P卜C月8（PI］ 

8ノZ r官己Irごとラリ 巨   

4 アト観わよび埠造 

OP－Eりせ庸一よ飾軍確揉の下毛叩ラヅトラッキど上昔けケットテゥ1き  
ええう圭経線堕き発掘†甘えておl）．上野フラットブッキビ舶用う磯風  
り総Tれ前官およ㌦ソーラノヾかレウ席車っ一郎圭針ラ5草左考慮し′又、烈火  
け部品君及各号き満足すう糸件りgど7・療星り息封勺線正路壁lこより凍足   
Ie．嵐筐体豆磯城的煩慮射㌣－こ対すう強度御打き行ぃ、＼且フ雀如試作  
し確度につ▲l－て廊栗さ射てし－う．  
内押に栗浪こポうプリント放は釦ふモ磨乱†：、ソティンブゥ磯城的舟塊ゑゲトこ  
耐ぇう朗う慮に彼計tてあう．  

外観管区－†一に茄す．  
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〟K頚鋸ク．  （つ  ／  ヱ  J  デ  可  ′  7  ㌻  7  ノ♂  ／ノ  〝   

（ユJ♪軋♪†、だECノげ蓉であふ碕q〟げ－メ（尺をA⊥データ」   
こq璃令n胱〒、’っ】す ♂7L－4向即席掬う〟よデづ阜／各プレAゥ  

帆L？互前ノつケリ9′レし1月β変襖招なフた堵害すj．朋項βルわ■♂ゥデー  
グは ∫戸〟れが♂バナクq′通・ク～7今ノい∠で 〃（頑βル・ノゥデータ  
は5戸′山■〆れ†♂ウ 7仙♂～ノ√〃フL‾んZV‥－ ゝいノ身令′ユ有よ  
（5戸〟－ク・／J¶〃テJオ古ヰナ刀〃甲／今ヒし乙求句小才tよい㌔1  
5戸／Vb  
7」一4∧あ  d－7  g－げ  ′よ1β  了  之→  ヰ  如  －わ  ク‾7  み〟   珂  リア  瑠  〝  弼」   
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